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4月6日（日）

　　　　　　　　～
　　　　　　　4月14日（火）まで

　
入
園
・
入
学
の
時
期
が
や
っ
て

来
ま
し
た
。

　
新
し
い
園
児
服
や
ピ
ッ
カ
ピ
カ

の
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
た
子
供

た
ち
は
、
大
変
か
わ
い
い
も
の
で

す
。
で
も
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ

て
は
、
と
て
も
危
険
な
時
期
で
も

あ
る
の
で
す
。

　
急
な
と
び
出
し
や
、
車
の
直
前

　
…
み
皿

　
…
な
∵

運動のスローガン

シートベルト車社会の身だし

直
後
の
横
断
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
重
点
目
標

▽
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト

　
の
着
用
の
徹
底
．

▽
新
入
学
（
園
）
児
を
中
心
と
し

　
た
交
通
事
故
防
止
。

▽
二
輪
車
の
無
謀
運
転
の
追
放
。

▽
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
。

N
T
T
か
ら
福
祉
電
話
の
ご
案
内

　
耳
や
言
葉
の
不
自
由
な
方
が
、

外
出
先
等
で
急
に
電
話
連
絡
が
必

要
な
と
き
、
「
電
話
お
願
い
手
帳
」

で
「
私
の
代
り
に
電
話
連
絡
し
て

戴
け
ま
す
か
」
と
あ
な
た
に
お
願

い
し
ま
す
。

　
ほ
ん
の
三
分
間
の
親
切
で
、
大

変
よ
ろ
こ
ん
で
も
ら
え
ま
す
の
で

「
電
話
お
願
い
手
帳
」
を
差
し
出

さ
れ
ま
し
た
ら
、
あ
た
た
か
い
版
、
｝

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
N
T
T
で
は
、
発
足
一
周
年
を

契
機
に
毎
年
三
月
三
日
の
「
耳
の

日
」
を
中
心
に
、
市
町
村
や
福
祉

団
体
を
通
じ
て
耳
や
言
葉
の
不
自

由
な
方
々
に
「
電
話
お
願
い
手
帳
」

を
お
贈
り
し
、
日
本
公
衆
電
話
会

及
び
日
本
健
康
指
導
協
会
の
協
力

を
得
て
「
三
分
間
の
ま
隔
、
』
こ
ろ
を
」

運
動
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
是
非
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
「
電
話
お
願
い
手
帳
」
が
必
要

な
方
は
、
電
話
局
又
は
市
町
村
の

福
祉
担
当
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
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盤一
労
働
保
険
料
の
申
告
・

納
付
は
早
め
に

　
　
4
月
1
日
～
5
月
1
5
日

　
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用

保
険
）
の
保
険
料
は
、
毎
年
事
業

・
、
王
が
年
度
初
め
に
概
算
額
で
申
告
、

納
付
し
、
次
の
年
度
で
確
｛
疋
額
を

申
告
し
て
精
算
す
る
仕
組
み
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
六
十
年
度
の
確
｛
疋
保
険
料

と
、
昭
和
六
十
一
年
度
の
概
算
保

険
料
の
申
告
・
納
付
は
五
月
十
五

日
ま
で
で
す
。

　
ま
だ
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い

事
業
主
の
方
は
、
早
め
に
済
ま
せ

て
く
だ
さ
い
。

　
も
う
四
月
と
い
う
の
に
松
之
山

は
、
ま
だ
す
っ
ぽ
り
と
雪
の
中
に

う
ず
く
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

で
も
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
春
の
訪

ず
れ
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
松
之
山
町
も
昭
和
六
十
一
年
度

に
向
け
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た
。
み
な
さ
ま
の
柄
、
』
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
私
も
広
報
担
当
と
し
て
五
ケ
月

が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
少

し
で
も
役
立
つ
広
報
と
な
る
よ
う

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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まつのやま（2）

新
潟
県
知
事
選
挙

君，

健
男
氏
四
選
達
成

　　　県知事選
当715，972君　　健男74
　　　　　　県知事　　　自民現

306，960諸里　正典49
　　　　　　無　　職　　無保新

180，399今井　敬弥53
　　　　　　弁護士　　無革新

　49，036真貝　秀二61
　　　　　　政党役員　　共産新

　
任
期
満
了
に
伴
う
第
十
二
回
新

潟
県
知
事
選
挙
が
、
好
天
に
恵
ま

れ
た
四
月
二
十
日
に
行
わ
れ
、
自

民
党
公
認
の
君
健
男
氏
が
、
県
政

史
上
初
の
四
選
を
果
し
ま
し
た
。

　
今
度
の
選
挙
は
、
今
ま
で
の
保

革
｝
騎
打
ち
と
違
い
、
三
十
五
年

ぶ
り
に
保
守
二
人
、
革
新
二
人
の

四
人
の
争
い
と
な
り
、
こ
れ
ま
で

に
な
い
熱
の
入
っ
た
選
挙
で
し
た
。

　
投
票
率
も
激
し
い
選
挙
戦
を
反

映
し
て
前
回
を
二
・
五
六
％
上
回

票

る
、
七
㎝
・
二
一
％
で
し
た
。

　
松
之
山
町
の
投
票
率
も
高
く
、

全
体
で
八
．
五
・
七
四
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
各
投
票
区
で
の
投
票
率

は
表
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
は
選
挙
の
当
り
年

で
、
六
月
に
参
議
院
議
員
選
挙
が

行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
衆
議
院
の

選
挙
も
あ
る
と
か
、
な
い
と
か
盛

ん
に
論
議
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
国

政
を
決
め
る
大
切
な
選
挙
で
す
。

棄
権
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
必
ら

ず
投
票
し
ま
し
よ
う
。

投票場戸所 投票率
＼堂 86．81％

校 84．42
所 81．61
堂 91．20
堂 89．22

所 84．35

所 88．14
㌘一 85．02
卜校 91．30

所 88．24
校 87．50
校 90．63
校 82．70

ンー 85．19

85．74

松之山公会
～
学
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小
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省三

蕃
五
量

天
下
羨
1
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会
　
会
会
亘
会

嚢
塞
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上蝦池冬季分校91．

坪野集会所88．
東山冬季分校87．
黒倉分校90．「－

浦田小学校82．
中立山集落センター　85．

投　　票　 率　　 85．

第7投票区
第8投票区
第9投票区
第10投票区
第11投票区
第12投票区
第13投票区
第14投票区

全体
開票も真剣に

　　　　　松之　町の選挙結果
得　　 棄　　　　数「『嘉丁ナ1

今年から枚数を数える機械が登上

　
　
　
　
　
　
　
　

区
薯
重
票
罫
・
爪

》
投
馨
帯

田
一
刀
丁
2
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3
『
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｝
6

票 数 日
取 投 無左 投

君
　
　
男

諸
里
正
血
ノ
　
、

　　＿

A
－
7
井
敬
弥

A
口
計

終
有
権
者
数

票
者
総
数

効の
投う
票ち
者
数

亜
爪
率

『　一　　一 一　『　一　

人 人 人 ％
567 1，024 76 2，891 3，386 2，903 12 85．74

目
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（3）まつのやま

第
二
次
総
合
計
画
を
策
定

　
三
月
二
十
八
日
、
臨
時
議
会
が

開
催
さ
れ
、
提
出
さ
れ
た
九
議
案

に
つ
い
て
審
議
検
討
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
．

　
今
回
の
主
な
議
案
は
、
㎜
般
会

計
と
四
つ
の
特
別
会
計
の
補
一
正
予

算
に
つ
い
て
と
、
火
葬
場
条
例
及

び
地
域
防
雪
体
制
整
備
施
設
の
設

昭和61年

3月

審
議
可
決
し
た
主
な
事
項

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
…

部
改
正
、
町
道
路
線
の
認
定
が
え
、

そ
れ
に
、
第
二
次
（
六
レ
一
年
～

七
十
年
ま
で
）
松
之
山
町
総
合
計

画
に
つ
い
て
で
す
。

　
中
で
も
総
合
計
画
に
つ
い
て
は
、

前
回
（
五
．
±
年
～
六
レ
年
）
の

実
績
を
踏
ま
え
、
こ
れ
か
ら
の
松

之
山
町
を
方
向
、
づ
け
る
大
雅
な
汁

画
だ
け
に
注
目
さ
れ
ま
す
。

　
一
般
会
計
の
第
し
回
目
の
補
正

で
は
、
歳
入
で
特
別
地
方
交
付
税

が
．
h
．
F
二
百
万
円
追
加
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
歳
出
で
は
赤
字
、
バ
ス
路
線
に
対

す
る
補
助
金
と
し
て
四
四
五
．
万
円
、

県
知
弘
選
挙
の
為
に
八
三
万
円
、

建
設
機
械
（
除
ψ
、
関
係
）
燃
料
費

及
び
修
理
代
で
七
、
五
〇
万
円
、
排

索
，
場
を
除
牽
，
す
る
た
め
の
機
械
借

上
料
．
五
〇
〇
万
円
、
農
地
農
業
用

施
設
災
害
復
旧
費
の
中
で
、
耕
地

災
害
査
定
設
計
委
託
料
と
し
て
二

四
四
万
円
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
農
林
水
産
業
費
の
中
で
、

団
休
営
か
ん
ぱ
い
事
業
や
圃
場
整

備
事
業
の
工
、
雰
減
に
よ
り
約
二
、

九
〇
〇
万
円
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

▽
昭
和
六
卜
年
度
一
般
会
計
補
．
正

　
予
算
（
第
七
囲
）

。
…
、
し
四
四
万
．
κ
r
円
追
加
し

　
総
額
二
．
κ
億
四
、
一
、
一
、
忌
一
万
し

　
乎
円
と
す
る
．

▽
昭
和
六
十
年
度
国
保
特
別
会
計

　
補
正
予
算
（
第
四
回
）

・
事
業
勘
（
、
疋
予
算
一
、
三
六
…
万

　
六
看
円
追
加
し
総
額
三
億
、
↓
、

　
O
、
κ
し
万
六
r
円
と
す
る
、

．
松
之
山
診
療
所
勘
定
予
算
し
。
『

　
．
κ
．
力
瓦
壬
円
追
加
し
総
額
二
億

二
、
四
四
四
万
円
と
す
る
．

▽
昭
和
六
卜
年
度
簡
易
水
道
特
別

　
会
計
補
．
正
予
算
〔
第
三
回
）

。
ご
、
二
．
力
六
予
円
減
額
し
総
額

　
六
、
．
五
二
㎜
万
㎜
千
円
と
す
る
。
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等
で
死
亡
さ
れ
た
方
を
自
宅
ま

　
で
運
搬
す
る
揚
合
に
も
利
用
出

　
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、

　
他
に
火
葬
で
使
用
さ
れ
る
方
が

　
あ
る
場
八
・
は
許
可
さ
れ
ま
せ
ん
。

▽
地
域
防
姫
，
体
制
整
備
施
設
の
設

　
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

　
一
部
改
正

。
浦
田
地
区
に
共
同
無
帯
．
駐
車
場

　
ん
っ
と
格
納
管
理
施
設
一
基
が

　
（
．
垢
成
し
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

▽
町
道
路
線
の
認
ル
疋
が
え
に
つ
い

　
て。

川
麦
立
・
小
白
倉
線
な
ど
几
路

　
線
が
新
た
に
町
道
認
｛
疋
さ
れ
、

　
川
麦
疏
・
中
立
山
線
な
ど
几
路

　
線
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

▽
松
之
山
町
総
合
計
画
の
策
乃
．
疋

。
昭
和
六
卜
一
年
～
し
十
年
ま
で

　
の
ト
年
間
に
つ
い
て
松
之
山
町

　
政
を
－
ど
の
よ
う
に
押
し
進
め
て

　
行
く
か
を
決
｛
疋
づ
け
る
、
第
二

次
総
合
計
画
が
審
議
さ
れ
”
住

　
み
よ
い
郷
土
の
建
立
を
め
ざ
し

　
て
”
を
テ
ー
マ
に
し
た
基
本
構

想
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
と
も
な
い
六
十
三
年

度
ま
、
で
の
実
施
計
画
も
．
…
小
め
さ

れ
、
ひ
と
つ
く
の
実
現
に
向

け
て
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し

た
。
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と
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、
な
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ま
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が
、
国
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を
決
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な
選
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＼堂 86．81％

校 84．42
所 81．61
堂 91．20
堂 89．22

所 84．35

所 88．14
㌘一 85．02
卜校 91．30

所 88．24
校 87．50
校 90．63
校 82．70

ンー 85．19

85．74

松之山公会
～
学

「
小

「
省三

蕃
五
量

天
下
羨
1

『
会
　
会
会
亘
会

嚢
塞

～

布墨防雪センタニ」8凱

上蝦池冬季分校91．

坪野集会所88．
東山冬季分校87．
黒倉分校90．「－

浦田小学校82．
中立山集落センター　85．

投　　票　 率　　 85．

第7投票区
第8投票区
第9投票区
第10投票区
第11投票区
第12投票区
第13投票区
第14投票区

全体
開票も真剣に

　　　　　松之　町の選挙結果
得　　 棄　　　　数「『嘉丁ナ1

今年から枚数を数える機械が登上

　
　
　
　
　
　
　
　

区
薯
重
票
罫
・
爪

》
投
馨
帯

田
一
刀
丁
2
．
3
『
4
5
｝
6

票 数 日
取 投 無左 投

君
　
　
男

諸
里
正
血
ノ
　
、

　　＿

A
－
7
井
敬
弥

A
口
計

終
有
権
者
数

票
者
総
数

効の
投う
票ち
者
数

亜
爪
率

『　一　　一 一　『　一　

人 人 人 ％
567 1，024 76 2，891 3，386 2，903 12 85．74

目
ノ

L22

（3）まつのやま

第
二
次
総
合
計
画
を
策
定

　
三
月
二
十
八
日
、
臨
時
議
会
が

開
催
さ
れ
、
提
出
さ
れ
た
九
議
案

に
つ
い
て
審
議
検
討
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
．

　
今
回
の
主
な
議
案
は
、
㎜
般
会

計
と
四
つ
の
特
別
会
計
の
補
一
正
予

算
に
つ
い
て
と
、
火
葬
場
条
例
及

び
地
域
防
雪
体
制
整
備
施
設
の
設

昭和61年

3月

審
議
可
決
し
た
主
な
事
項

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
…

部
改
正
、
町
道
路
線
の
認
定
が
え
、

そ
れ
に
、
第
二
次
（
六
レ
一
年
～

七
十
年
ま
で
）
松
之
山
町
総
合
計

画
に
つ
い
て
で
す
。

　
中
で
も
総
合
計
画
に
つ
い
て
は
、

前
回
（
五
．
±
年
～
六
レ
年
）
の

実
績
を
踏
ま
え
、
こ
れ
か
ら
の
松

之
山
町
を
方
向
、
づ
け
る
大
雅
な
汁

画
だ
け
に
注
目
さ
れ
ま
す
。

　
一
般
会
計
の
第
し
回
目
の
補
正

で
は
、
歳
入
で
特
別
地
方
交
付
税

が
．
h
．
F
二
百
万
円
追
加
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
歳
出
で
は
赤
字
、
バ
ス
路
線
に
対

す
る
補
助
金
と
し
て
四
四
五
．
万
円
、

県
知
弘
選
挙
の
為
に
八
三
万
円
、

建
設
機
械
（
除
ψ
、
関
係
）
燃
料
費

及
び
修
理
代
で
七
、
五
〇
万
円
、
排

索
，
場
を
除
牽
，
す
る
た
め
の
機
械
借

上
料
．
五
〇
〇
万
円
、
農
地
農
業
用

施
設
災
害
復
旧
費
の
中
で
、
耕
地

災
害
査
定
設
計
委
託
料
と
し
て
二

四
四
万
円
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
農
林
水
産
業
費
の
中
で
、

団
休
営
か
ん
ぱ
い
事
業
や
圃
場
整

備
事
業
の
工
、
雰
減
に
よ
り
約
二
、

九
〇
〇
万
円
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

▽
昭
和
六
卜
年
度
一
般
会
計
補
．
正

　
予
算
（
第
七
囲
）

。
…
、
し
四
四
万
．
κ
r
円
追
加
し

　
総
額
二
．
κ
億
四
、
一
、
一
、
忌
一
万
し

　
乎
円
と
す
る
．

▽
昭
和
六
十
年
度
国
保
特
別
会
計

　
補
正
予
算
（
第
四
回
）

・
事
業
勘
（
、
疋
予
算
一
、
三
六
…
万

　
六
看
円
追
加
し
総
額
三
億
、
↓
、

　
O
、
κ
し
万
六
r
円
と
す
る
、

．
松
之
山
診
療
所
勘
定
予
算
し
。
『

　
．
κ
．
力
瓦
壬
円
追
加
し
総
額
二
億

二
、
四
四
四
万
円
と
す
る
．

▽
昭
和
六
卜
年
度
簡
易
水
道
特
別

　
会
計
補
．
正
予
算
〔
第
三
回
）

。
ご
、
二
．
力
六
予
円
減
額
し
総
額

　
六
、
．
五
二
㎜
万
㎜
千
円
と
す
る
。

　　　　　　　o　　　▽　　　　　　（・　　　▽－　　　　　（）　　　▽

四しド1域使改松な二雰 二共な三’ド、 1老
月か宅利川、正之い　’業回済い　’業回人
よ利よ川料　山。瓦費）特〇四費一保
り川り一σ）　町　六内　別　二r人」　健
県出火今変　火　六の　会　』．二の　特
内来葬ま染　葬　ノ∫補　計　ゼ補　”ll
にな場て1　　揚　八正　補　 二正　会
限かに霊霊　　　条　　　f・で　　．置E　　一・で　　唾lr
り
、 ーノ行枢枢　例　円総　予　1 り総　予
　奮い回〔　0）　で額　算　で額　算漉力　ま　は　o）　　 一　　　変　は　　　＿　　　変　　二　　＿、
院　　’で　　’広　　　部　　　史　　’　　第　　　史憶　　　第

臨時議会中！

　
等
で
死
亡
さ
れ
た
方
を
自
宅
ま

　
で
運
搬
す
る
揚
合
に
も
利
用
出

　
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、

　
他
に
火
葬
で
使
用
さ
れ
る
方
が

　
あ
る
場
八
・
は
許
可
さ
れ
ま
せ
ん
。

▽
地
域
防
姫
，
体
制
整
備
施
設
の
設

　
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

　
一
部
改
正

。
浦
田
地
区
に
共
同
無
帯
．
駐
車
場

　
ん
っ
と
格
納
管
理
施
設
一
基
が

　
（
．
垢
成
し
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

▽
町
道
路
線
の
認
ル
疋
が
え
に
つ
い

　
て。

川
麦
立
・
小
白
倉
線
な
ど
几
路

　
線
が
新
た
に
町
道
認
｛
疋
さ
れ
、

　
川
麦
疏
・
中
立
山
線
な
ど
几
路

　
線
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

▽
松
之
山
町
総
合
計
画
の
策
乃
．
疋

。
昭
和
六
卜
一
年
～
し
十
年
ま
で

　
の
ト
年
間
に
つ
い
て
松
之
山
町

　
政
を
－
ど
の
よ
う
に
押
し
進
め
て

　
行
く
か
を
決
｛
疋
づ
け
る
、
第
二

次
総
合
計
画
が
審
議
さ
れ
”
住

　
み
よ
い
郷
土
の
建
立
を
め
ざ
し

　
て
”
を
テ
ー
マ
に
し
た
基
本
構

想
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
と
も
な
い
六
十
三
年

度
ま
、
で
の
実
施
計
画
も
．
…
小
め
さ

れ
、
ひ
と
つ
く
の
実
現
に
向

け
て
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し

た
。



ー
0
2
ー

まつのやま（4）

5月17●18日

　
今
年
も
温
泉
ま
つ
り
の
催
さ
れ

る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

　
五
月
十
七
日
（
土
）
十
八
日
（
日
）

の
両
日
、
松
之
山
温
泉
街
と
大
厳

寺
高
原
を
会
場
に
し
て
行
わ
れ
ま

す
。　

今
年
の
ま
つ
り
に
は
、
手
、
づ
く

り
的
行
事
や
催
し
物
が
多
く
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
ま
で
と

一
味
違
っ
た
“
ま
つ
り
”
．
が
楽
し

め
そ
う
で
す
。
み
ん
な
で
お
で
か

け
く
だ
さ
い
．

　
行
事
の
ひ
と
つ
を
紹
介
し
ま
す

と
、
十
七
日
の
民
謡
流
し
、
五
人

以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
踊
っ
て
く
だ

さ
い
。
か
っ
こ
う
は
自
由
で
す
。

審
査
に
よ
り
総
額
二
十
万
円
の
賞

品
が
出
ま
す
。
み
な
さ
ん
奮
っ
て

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
五
月
十
七
日
（
士
）

▽
午
後
二
時
よ
り

　
松
里
小
学
校
鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド
、

　
上
杉
謙
信
公
供
養
祭
（
管
領
塚
）

▽
午
後
二
時
三
十
分
よ
り

　
稚
児
行
列
（
温
泉
街
）

▽
午
後
三
時
よ
り

　
松
之
山
中
学
校
ブ
ラ
ス
、
バ
ン
ド

▽
午
後
四
時
よ
り

　
子
供
み
こ
し
、
温
泉
太
鼓
・
野

　
鳥
こ
け
し
製
作
実
演
・
山
菜
市

▽
午
後
七
時
よ
り

　
民
謡
流
し
（
総
額
二
十
万
円
の

賞
・
叩
あ
り
）

▽
午
後
八
時
三
十
分
よ
り

大
花
火
大
△
云

　
五
月
十
八
日
（
目
）

▽
午
前
十
時
三
十
分
よ
り

　
．
シ
ン
ギ
ス
カ
ン
ま
つ
り
（
大
厳

寺
高
原
）

▽
午
前
十
一
時
よ
り

　
カ
ラ
オ
ケ
大
会
・
雪
上
ゲ
ー
ム

※
焼
肉
は
食
べ
放
題
で
す
。
参
加

　
料
・
中
学
生
以
上
一
、
三
〇
〇

　
円
、
小
学
生
以
下
一
、
○
○
○

　
円
、
十
二
時
ま
で
受
付
ま
す
。

㍉
残
雪
に
映
え
る
ブ
ナ
の
緑
。
松

之
山
な
ら
で
は
の
景
色
か
と
思

い
ま
す
。
是
非
参
加
し
て
み
て

く
だ
さ
い
．

美
人
林
で
の
探
鳥
会

あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山
で
探
鳥
会
が
行
わ
れ
る

口

　
・
z
萄
　
　
し

田
皿
　
　
／
鼠

　
　
口

　鵬

歴
菌

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
三
十
年
。

　
そ
の
記
念
集
会
と
探
鳥
会
が
五

月
二
十
四
日
（
土
）
・
二
十
五
日

（
日
）
の
両
日
に
わ
た
り
実
施
さ

れ
ま
す
。
是
非
、
参
加
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
知
ら
な
い

鳥
の
世
界
が
見
え
て
来
ま
す
よ
？

▼
，
二
十
四
日
は
、
p
午
後
三
時
か
ら

湯
本
福
住
館
に
お
い
て
愛
鳥
漫
画

家
、
岩
本
久
則
氏
を
講
師
に
迎
え

野
鳥
集
会
が
開
か
れ
ま
す
。

料
は
無
料
で
す
。

さ
れ
る
方
は
六
、

り
ま
す
。

▼
二
十
五
日
は
、

　
　
　
　
参
加

た
だ
し
、
宿
泊

O
O
O
円
か
か

早
朝
四
時
三
十

分
よ
り
松
口
美
人
林
に
お
い
て
記

念
探
鳥
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
講
師

は
中
島
公
先
生
で
す
。

　
集
合
場
所
と
時
間
は
、
温
泉
広

場
（
駐
車
場
）
に
午
前
四
時
集
合
、

現
地
四
時
三
十
分
と
な
っ
て
い
ま

す
。　

な
お
、
野
鳥
集
会
の
参
加
者
に

野
鳥
の
し
お
り
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
ま
す
．

松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場

三
シ
ー
ズ
ン
目
も
順
調
に
！

　
ス
キ
ー
場
で
は
四
月
十
三
日

オ
ー
プ
ン
以
来
三
シ
ー
、
ズ
ン
目
の

営
業
を
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　
今
シ
ー
ズ
ン
の
営
業
は
、
十
二

月
十
四
日
～
四
月
十
三
日
ま
で
の

百
二
＋
一
日
間
で
、
こ
の
間
に
お

け
る
ス
キ
ー
客
は
、
昨
年
よ
り
二
、

四
〇
〇
人
多
い
二
万
一
、
五
〇
〇

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
対
前
年
比
一
二
・
六
％
の
増
と

な
り
順
調
な
伸
び
を
示
め
し
て
い

ま
す
。

　
一
日
当
た
り
の
利
用
客
は
一
七

七
人
と
な
り
、
昨
年
（
一
六
六
人
）

と
比
べ
る
と
六
・
六
％
伸
び
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
リ
フ
ト
、
レ
ス
ト
ハ
ウ

ス
雪
椿
も
ス
キ
ー
客
の
増
加
に
と

も
な
い
過
去
最
高
営
業
実
績
を
記

録
し
て
い
ま
す
．

大厳綿原宿泊施歌

薩6屡畔驚誕
　　　　オープン

　
四
月
二
十
九
日
、
大
厳
寺
高
原

に
待
望
の
宿
泊
施
設
”
ば
ー
ど
が

ー
で
ん
”
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

隣
の
姉
妹
店
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
希
望

館
も
同
時
に
今
年
の
営
業
を
開
始

し
、
み
な
さ
ん
の
瓢
、
』
利
用
慮
待
っ

て
い
ま
す
。

　
残
雪
が
ま
だ
沢
山
あ
り
、
春
ス

キ
ー
も
可
能
で
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
山
菜
の
シ
ー

ズ
ン
に
な
り
ま
す
し
、
野
鳥
の
｛
、
玉

庫
で
も
あ
り
ま
す
。
　
”
ば
あ
ー
ど

が
ー
で
ん
”
に
泊
り
な
が
ら
大
自

然
を
お
も
い
き
り
満
喫
し
て
み
て

く
だ
さ
い
．

スボーツ

1，000円
　　100円
無　　料

テニス
　クレー　　1時間
　ラケット　1時間
グランドノ　ノ

キャンブ場
1，000円
1，200円
3，500円

テント　　　5人用
　　　　　8人用
バンガロー　6人用
姉妹店レストハウス希望館
楽しいお食事やセミナー、集会にご利用下さい。

ば一どが一でん
〒942－14　新潟県東頸城郡松之山町
電話（・2559）6－3055昭和6、年4月現在

宿泊料（お1人様1 泊2食税、サービス料込）

部屋タイプ 定員

ば一どシーズン ば　一　ど

シーズンの

7／21～8／20お1人様 お2人様

お3人様
　から
定員まで

和室6畳 3 7，000円 6，000円 5，500円 500円増

和室8畳 4 7，000円 6，000円 5，500円 500円増

和室18畳 8 7，000円 6，000円 5，500円 500円増

洋　　室 4 5，000円 5，000円 5，000円 500円増

　全室カラーテレビ付

※子供（小学生）料金は大人料金の30％引となります。

※4歳以上の未就学児は大人料金の50％引となります。

※団体でご利用の際、料金はご相談に応じます。

※ノぐジャマをご持参下さい。（やむをえない場合はお貸しいたし

　ます。〉

※夏期日中シャワーだけご利用の場合200円いただきます。

危
険
物
取
扱
者
試
験
お
よ
び

試
験
準
備
講
習
会
の
お
し
ら
せ

　
危
険
物
取
扱
者
試
験
期
日
・
種

類
・
場
所
お
よ
び
願
書
受
付
期
間

0
、
、
五
月
二
十
三
日
（
金
）
．
乙

　
種
第
四
類
・
丙
種
（
上
越
市
）

　
四
月
十
四
日
～
十
八
日
。

）
、
八
月
二
卜
一
日
（
木
）
・
乙

　
種
第
四
類
∴
丙
種
（
上
越
市
）

　
七
月
十
四
日
～
十
八
日
。

）
、
卜
二
月
四
日
（
木
）
甲
種
・

　
乙
種
・
他
類
（
上
越
市
）
十
月

　
二
十
七
日
～
三
十
一
日
。

鴎
、
十
二
月
五
日
（
金
）
乙
種
節

　
四
類
∴
内
種
（
上
越
市
）
十
月

　
二
十
七
日
～
三
十
一
日
。

▽
受
験
手
数
料

　
甲
種
五
　
〇
〇
〇
円
、

　
四
〇
〇
円
∴
丙
種
二
、

　
円

▽
受
験
願
書
は
消
防
署
、

乙
種
三
、

七
〇
〇

分
遣
所

　
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
不
明
な
点
は
松
之
山
分
遣
所
危

　
険
物
係
に
お
聞
き
下
さ
い
。

▽
試
験
準
備
講
習
会
　
期
日
お
よ

び
種
類

〇
五
月
十
三
日
（
火
）
丙
種

o
．
五
月
十
四
日
（
水
）
、
十
五
日

　
（
木
）
乙
種

〇
七
月
二
十
二
日
（
火
）
丙
種

〇
七
月
二
十
三
日
（
水
）
二
十
四

日
（
木
）
乙
種

〇
十
一
月
十
二
日
（
水
）
丙
種
’

〇
十
一
月
十
三
日
（
木
）
十
四
日

　
（
金
）
乙
種

　
（
講
習
会
場
は
、
上
越
消
防
本

　
部
で
す
）

▽
受
講
申
し
込
み
受
付
期
間

　
各
講
習
開
催
日
の
十
四
日
前
か

　
ら
七
日
前
ま
で
で
す
が
、
声
疋
員

　
数
に
達
し
た
場
合
は
締
切
り
ま

　
す
。

▽
申
し
込
み
場
所
　
分
遣
所

▽
受
講
料

○
乙
種
・
会
員
四
、
O
O
O
円
、

　
非
会
員
七
、
O
O
O
円

O
丙
種
・
会
員
三
、
五
〇
〇
円
、

　
非
会
員
六
、
O
O
O
円

OOO
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まつのやま（4）

5月17●18日

　
今
年
も
温
泉
ま
つ
り
の
催
さ
れ

る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

　
五
月
十
七
日
（
土
）
十
八
日
（
日
）

の
両
日
、
松
之
山
温
泉
街
と
大
厳

寺
高
原
を
会
場
に
し
て
行
わ
れ
ま

す
。　

今
年
の
ま
つ
り
に
は
、
手
、
づ
く

り
的
行
事
や
催
し
物
が
多
く
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
ま
で
と

一
味
違
っ
た
“
ま
つ
り
”
．
が
楽
し

め
そ
う
で
す
。
み
ん
な
で
お
で
か

け
く
だ
さ
い
．

　
行
事
の
ひ
と
つ
を
紹
介
し
ま
す

と
、
十
七
日
の
民
謡
流
し
、
五
人

以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
踊
っ
て
く
だ

さ
い
。
か
っ
こ
う
は
自
由
で
す
。

審
査
に
よ
り
総
額
二
十
万
円
の
賞

品
が
出
ま
す
。
み
な
さ
ん
奮
っ
て

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
五
月
十
七
日
（
士
）

▽
午
後
二
時
よ
り

　
松
里
小
学
校
鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド
、

　
上
杉
謙
信
公
供
養
祭
（
管
領
塚
）

▽
午
後
二
時
三
十
分
よ
り

　
稚
児
行
列
（
温
泉
街
）

▽
午
後
三
時
よ
り

　
松
之
山
中
学
校
ブ
ラ
ス
、
バ
ン
ド

▽
午
後
四
時
よ
り

　
子
供
み
こ
し
、
温
泉
太
鼓
・
野

　
鳥
こ
け
し
製
作
実
演
・
山
菜
市

▽
午
後
七
時
よ
り

　
民
謡
流
し
（
総
額
二
十
万
円
の

賞
・
叩
あ
り
）

▽
午
後
八
時
三
十
分
よ
り

大
花
火
大
△
云

　
五
月
十
八
日
（
目
）

▽
午
前
十
時
三
十
分
よ
り

　
．
シ
ン
ギ
ス
カ
ン
ま
つ
り
（
大
厳

寺
高
原
）

▽
午
前
十
一
時
よ
り

　
カ
ラ
オ
ケ
大
会
・
雪
上
ゲ
ー
ム

※
焼
肉
は
食
べ
放
題
で
す
。
参
加

　
料
・
中
学
生
以
上
一
、
三
〇
〇

　
円
、
小
学
生
以
下
一
、
○
○
○

　
円
、
十
二
時
ま
で
受
付
ま
す
。

㍉
残
雪
に
映
え
る
ブ
ナ
の
緑
。
松

之
山
な
ら
で
は
の
景
色
か
と
思

い
ま
す
。
是
非
参
加
し
て
み
て

く
だ
さ
い
．

美
人
林
で
の
探
鳥
会

あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山
で
探
鳥
会
が
行
わ
れ
る

口

　
・
z
萄
　
　
し

田
皿
　
　
／
鼠

　
　
口

　鵬

歴
菌

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
三
十
年
。

　
そ
の
記
念
集
会
と
探
鳥
会
が
五

月
二
十
四
日
（
土
）
・
二
十
五
日

（
日
）
の
両
日
に
わ
た
り
実
施
さ

れ
ま
す
。
是
非
、
参
加
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
知
ら
な
い

鳥
の
世
界
が
見
え
て
来
ま
す
よ
？

▼
，
二
十
四
日
は
、
p
午
後
三
時
か
ら

湯
本
福
住
館
に
お
い
て
愛
鳥
漫
画

家
、
岩
本
久
則
氏
を
講
師
に
迎
え

野
鳥
集
会
が
開
か
れ
ま
す
。

料
は
無
料
で
す
。

さ
れ
る
方
は
六
、

り
ま
す
。

▼
二
十
五
日
は
、

　
　
　
　
参
加

た
だ
し
、
宿
泊

O
O
O
円
か
か

早
朝
四
時
三
十

分
よ
り
松
口
美
人
林
に
お
い
て
記

念
探
鳥
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
講
師

は
中
島
公
先
生
で
す
。

　
集
合
場
所
と
時
間
は
、
温
泉
広

場
（
駐
車
場
）
に
午
前
四
時
集
合
、

現
地
四
時
三
十
分
と
な
っ
て
い
ま

す
。　

な
お
、
野
鳥
集
会
の
参
加
者
に

野
鳥
の
し
お
り
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
ま
す
．

松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場

三
シ
ー
ズ
ン
目
も
順
調
に
！

　
ス
キ
ー
場
で
は
四
月
十
三
日

オ
ー
プ
ン
以
来
三
シ
ー
、
ズ
ン
目
の

営
業
を
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　
今
シ
ー
ズ
ン
の
営
業
は
、
十
二

月
十
四
日
～
四
月
十
三
日
ま
で
の

百
二
＋
一
日
間
で
、
こ
の
間
に
お

け
る
ス
キ
ー
客
は
、
昨
年
よ
り
二
、

四
〇
〇
人
多
い
二
万
一
、
五
〇
〇

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
対
前
年
比
一
二
・
六
％
の
増
と

な
り
順
調
な
伸
び
を
示
め
し
て
い

ま
す
。

　
一
日
当
た
り
の
利
用
客
は
一
七

七
人
と
な
り
、
昨
年
（
一
六
六
人
）

と
比
べ
る
と
六
・
六
％
伸
び
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
リ
フ
ト
、
レ
ス
ト
ハ
ウ

ス
雪
椿
も
ス
キ
ー
客
の
増
加
に
と

も
な
い
過
去
最
高
営
業
実
績
を
記

録
し
て
い
ま
す
．

大厳綿原宿泊施歌

薩6屡畔驚誕
　　　　オープン

　
四
月
二
十
九
日
、
大
厳
寺
高
原

に
待
望
の
宿
泊
施
設
”
ば
ー
ど
が

ー
で
ん
”
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

隣
の
姉
妹
店
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
希
望

館
も
同
時
に
今
年
の
営
業
を
開
始

し
、
み
な
さ
ん
の
瓢
、
』
利
用
慮
待
っ

て
い
ま
す
。

　
残
雪
が
ま
だ
沢
山
あ
り
、
春
ス

キ
ー
も
可
能
で
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
山
菜
の
シ
ー

ズ
ン
に
な
り
ま
す
し
、
野
鳥
の
｛
、
玉

庫
で
も
あ
り
ま
す
。
　
”
ば
あ
ー
ど

が
ー
で
ん
”
に
泊
り
な
が
ら
大
自

然
を
お
も
い
き
り
満
喫
し
て
み
て

く
だ
さ
い
．

スボーツ

1，000円
　　100円
無　　料

テニス
　クレー　　1時間
　ラケット　1時間
グランドノ　ノ

キャンブ場
1，000円
1，200円
3，500円

テント　　　5人用
　　　　　8人用
バンガロー　6人用
姉妹店レストハウス希望館
楽しいお食事やセミナー、集会にご利用下さい。

ば一どが一でん
〒942－14　新潟県東頸城郡松之山町
電話（・2559）6－3055昭和6、年4月現在

宿泊料（お1人様1 泊2食税、サービス料込）

部屋タイプ 定員

ば一どシーズン ば　一　ど

シーズンの

7／21～8／20お1人様 お2人様

お3人様
　から
定員まで

和室6畳 3 7，000円 6，000円 5，500円 500円増

和室8畳 4 7，000円 6，000円 5，500円 500円増

和室18畳 8 7，000円 6，000円 5，500円 500円増

洋　　室 4 5，000円 5，000円 5，000円 500円増

　全室カラーテレビ付

※子供（小学生）料金は大人料金の30％引となります。

※4歳以上の未就学児は大人料金の50％引となります。

※団体でご利用の際、料金はご相談に応じます。

※ノぐジャマをご持参下さい。（やむをえない場合はお貸しいたし

　ます。〉

※夏期日中シャワーだけご利用の場合200円いただきます。

危
険
物
取
扱
者
試
験
お
よ
び

試
験
準
備
講
習
会
の
お
し
ら
せ

　
危
険
物
取
扱
者
試
験
期
日
・
種

類
・
場
所
お
よ
び
願
書
受
付
期
間

0
、
、
五
月
二
十
三
日
（
金
）
．
乙

　
種
第
四
類
・
丙
種
（
上
越
市
）

　
四
月
十
四
日
～
十
八
日
。

）
、
八
月
二
卜
一
日
（
木
）
・
乙

　
種
第
四
類
∴
丙
種
（
上
越
市
）

　
七
月
十
四
日
～
十
八
日
。

）
、
卜
二
月
四
日
（
木
）
甲
種
・

　
乙
種
・
他
類
（
上
越
市
）
十
月

　
二
十
七
日
～
三
十
一
日
。

鴎
、
十
二
月
五
日
（
金
）
乙
種
節

　
四
類
∴
内
種
（
上
越
市
）
十
月

　
二
十
七
日
～
三
十
一
日
。

▽
受
験
手
数
料

　
甲
種
五
　
〇
〇
〇
円
、

　
四
〇
〇
円
∴
丙
種
二
、

　
円

▽
受
験
願
書
は
消
防
署
、

乙
種
三
、

七
〇
〇

分
遣
所

　
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
不
明
な
点
は
松
之
山
分
遣
所
危

　
険
物
係
に
お
聞
き
下
さ
い
。

▽
試
験
準
備
講
習
会
　
期
日
お
よ

び
種
類

〇
五
月
十
三
日
（
火
）
丙
種

o
．
五
月
十
四
日
（
水
）
、
十
五
日

　
（
木
）
乙
種

〇
七
月
二
十
二
日
（
火
）
丙
種

〇
七
月
二
十
三
日
（
水
）
二
十
四

日
（
木
）
乙
種

〇
十
一
月
十
二
日
（
水
）
丙
種
’

〇
十
一
月
十
三
日
（
木
）
十
四
日

　
（
金
）
乙
種

　
（
講
習
会
場
は
、
上
越
消
防
本

　
部
で
す
）

▽
受
講
申
し
込
み
受
付
期
間

　
各
講
習
開
催
日
の
十
四
日
前
か

　
ら
七
日
前
ま
で
で
す
が
、
声
疋
員

　
数
に
達
し
た
場
合
は
締
切
り
ま

　
す
。

▽
申
し
込
み
場
所
　
分
遣
所

▽
受
講
料

○
乙
種
・
会
員
四
、
O
O
O
円
、

　
非
会
員
七
、
O
O
O
円

O
丙
種
・
会
員
三
、
五
〇
〇
円
、

　
非
会
員
六
、
O
O
O
円

OOO
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特
設
「
官
公
庁
合
同
行
政
相
談
所
」

　
　
　
開
　
設

、
日
時
　
　
　
　
　
上
越
社
会
保
険
事
務
所

　
昭
和
六
十
一
年
五
月
十
三
日
（
火
）

　
午
前
十
時
三
十
分
～
午
後
三
時

三
＋
分

一
一
、
場
所

　
大
和
デ
パ
ー
ト
上
越
店
五
階
文

化
サ
・
ン

　
電
話
〇
二
五
五
－
二
五
－
一
一

　
一
一

三
、
，
参
加
機
関

　
新
潟
地
方
法
務
局
上
越
支
局

　
北
陸
地
建
高
田
工
事
事
務
所

　
県
上
越
土
木
事
務
所

上
越
市

　
新
潟
行
政
監
察
事
務
所

行
政
相
談
委
員

　
尚
、
松
之
山
町
の
行
政
相
談
員

は
天
水
島
の
高
橋
慶
春
（
前
坂
）

さ
ん
で
す
．

　
ど
ん
な
相
談
で
も
気
軽
に
隔
、
｝
相

談
下
さ
い
。
連
絡
を
い
た
だ
け
れ

ば
相
談
員
が
伺
い
ま
す
。
電
話
で

の
相
談
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。

　
電
話
　
六
－
一
二
九
一

商店、工場のみなさん

コンピュータ導入促進診断

の活用を！

商
店
・
工
場
等
の
経
営

診
断
の
ご
案
内

　
最
近
の
中
小
企
業
を
と
り
ま
く

経
済
情
勢
は
円
高
な
ど
の
影
響
も

あ
り
、
非
常
に
厳
し
い
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
県
で
は
中
小
企
業

の
経
営
合
理
化
対
策
の
一
環
と
し

て
、
各
種
診
断
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
当
診
断

の
活
用
を
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。

▽
目
的

0
商
店
・
工
場
診
断

　
商
店
及
び
工
場
等
の
経
営
上
の

　
各
種
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
と

　
と
も
に
、
そ
の
改
善
策
を
一
、
示
す

　
こ
と
に
よ
り
、
経
営
の
合
理
化

　
を
図
る
。

O
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
導
入
促
進
診
断

　ゴ

ン
ピ
ュ
ー
タ
の
活
用
に
よ
り
、

　
中
小
企
業
の
経
営
の
合
理
化
と

活
性
化
を
図
る
．

▽
診
断
対
象

　
県
内
中
小
企
業
の
商
店
・
工
場
・

事
業
所

▽
診
断
時
期
　
年
間
随
時

▽
診
断
体
制

　
県
中
小
企
業
総
合
指
導
班
の
職

　
員
及
び
中
小
企
業
診
断
士
等
の

　
専
門
家
が
行
い
ま
す
。

▽
費
　
用
　
　
鉦
…
料

▽
申
込
み
及
び
照
会
先

　
新
潟
市
新
光
町
四
番
地
一

　
電
話
〇
二
五
二
－
八
五
ー
五
五

　
一
一

　
県
商
工
労
働
部
ま
で

（
新
潟
県
商
工
労
働
部
）

国
税
専
門
官
採
用
試
験
要
綱

▽
受
験
資
格

　
昭
和
三
十
四
年
四
月
二
日
か
ら

　
昭
和
四
十
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
者

▽
試
験
の
程
度

大
学
卒
業
程
度

▽
受
験
申
込
受
付
期
間

　
昭
和
六
十
一
年
．
五
月
十
六
日
～

　
五
月
二
十
三
日

▽
申
込
書
提
出
先

　
第
一
次
試
験
地
を
所
轄
す
る
国

税
局

▽
試
験
地

o
第
一
次
　
東
京
都
・
高
崎
市

　
長
野
市
・
新
潟
市
ほ
か

o
第
二
次
　
東
京
都
・
高
崎
市
ほ

　
カ

▽
試
験
日

o
第
一
次
試
験
　
昭
和
六
十
一
年

　
七
月
十
二
日
及
び
十
三
日
。

o
第
二
次
試
験
　
九
月
十
六
日
か

　
ら
＋
八
日

▽
A
・
格
者
発
表

　
第
一
次
八
月
二
十
五
日
（
月
）

　
最
終
合
格
発
表
　
十
一
月
一
日

▽
採
用
予
定
数
　
約
六
〇
〇
名

　
尚
、
詳
し
い
事
は
最
寄
り
の
税

務
署
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

中
小
企
業
設
備
近
代
化
資
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
請
受
付
に
つ
い
て

　
県
で
は
、
設
備
の
近
代
化
を
計

画
さ
れ
て
い
る
中
小
企
業
者
に
対

し
、
次
の
無
利
子
の
設
備
資
金
の

貸
付
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
六
十
一
年
度
の
受
付
を
四

月
一
日
か
ら
行
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
借
入
れ
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

早
め
に
町
役
場
振
興
課
へ
申
請
し

て
く
だ
さ
い
．

▽
資
　
金
　
名

　
中
小
企
業
設
備
近
代
化
資
金

▽
申
込
期
限

　
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
～
十

一
一
月
一
一
＋
日

　
（
た
だ
し
、
期
限
内
で
あ
っ
て

　
も
予
算
枠
に
達
し
た
時
点
で
締

　
切
り
ま
す
の
で
早
め
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
．
）

▽
問
A
・
せ
先

　
県
商
工
労
働
部
商
工
企
画
課

　
町
役
場
振
興
課
・
商
工
会

（7）まつのやま

公民館から

おしらせ

。レα守靱ぐ．

県
ス
キ
ー
選
手
権
”
滑
降
”
で

柳
　
一
成
・
隆
晃
兄
弟
が

　
　
　
　
一
、
一
一
位

　
三
月
二
十
六
日
、
上
越
国
際
ス

キ
ー
場
大
沢
山
コ
ー
ス
で
、
県
ス

キ
ー
選
手
権
滑
降
レ
ー
ス
が
行
わ

れ
、
湯
本
出
身
の
柳
一
成
・
隆
晃

兄
弟
が
一
、
二
位
を
独
占
し
ま
し

た
。　

男
子
一
七
七
人
が
参
加
し
た
こ

の
大
会
で
、
兄
の
一
成
君
が
｝
本

目
の
ラ
ッ
プ
を
奪
い
、
二
本
目
は

弟
の
隆
晃
君
に
ラ
ッ
プ
を
奪
わ
れ

た
も
の
の
安
定
し
た
滑
り
で
優
勝

し
ま
し
た
。
弟
の
隆
晃
君
も
健
闘

し
二
位
と
な
り
、
兄
弟
で
う
れ
し

い
今
シ
ー
ズ
ン
最
後
の
ワ
ン
・
ツ

ウ
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
で
し
た
。

　
本
当
に
お
め
で
と
う
転
、
』
ざ
い
ま

す
。

スポーツ

の加入案内

　
ス
ポ
ー
ツ
の
季
節
が
や
っ
て
来

ま
し
た
が
、
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
も

ケ
ガ
を
し
て
は
何
も
な
り
ま
せ
ん
。

　
万
一
の
事
故
に
備
え
、
ス
ポ
ー

ツ
安
全
協
会
の
傷
害
保
険
に
加
入

く
　
　
　
　
　
　
　
～
↓
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一

家族で参加

さわやか

早朝体操

5
し
ま
し
ょ
う
。

◎
対
象
と
な
る
傷
害

　
町
・
体
育
協
会
が
主
催
す
る
大

会
・
ス
ポ
ー
ツ
教
室
ま
た
は
ク
ラ

ブ
の
練
習
中
に
お
き
た
事
故
。

◎
保
険
料
（
一
人
）

　
中
学
生
以
下
　
　
三
百
五
十
円

　
六
十
歳
以
上
　
　
四
百
二
十
円

　
高
校
二
般
　
　
　
千
四
十
円

◎
期
間

　
加
入
手
続
完
了
の
翌
日
か
ら
、

昭
和
六
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
．◎

申
込
先

松
之
山
町
公
民
館

　
　
　
　
　
今
年
も
各
部
落
毎
に

　
　
　
　
さ
わ
や
か
早
朝
体
操
を

　
　
　
　
実
施
し
ま
す
．

　
　
　
　
　
家
族
み
ん
な
で
参
加

　
　
　
　
し
、
す
が
す
が
し
い
朝

　
　
　
　
の
空
気
を
胸
い
っ
ぱ
い

　
　
　
　
に
吸
い
こ
ん
で
、
さ
わ

　
　
　
　
や
か
な
一
日
の
ス
タ
ー

　
　
　
　
ト
に
し
ま
し
よ
う
。

◎
期
間

　
五
月
二
五
日
～
七
月
二
十
日

　
（
毎
週
日
曜
日
の
み
）

◎
そ
の
他

　
会
場
・
時
間
に
つ
い
て
は
後
日

チ
ラ
シ
が
回
覧
さ
れ
ま
す
。

妊
娠
中
に
つ
く
ら
れ
る
歯

　
　
「
お
め
で
と
う
㌔
、
）
ざ
い
ま
す
。

ご
妊
娠
で
す
一
こ
の
こ
と
ば
を
聞

い
て
、
生
ま
れ
て
く
る
子
供
の
む

し
歯
に
思
い
を
よ
せ
る
人
は
、
は

た
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
よ
う

か
。
と
こ
ろ
が
、
妊
娠
に
気
付
か

な
い
妊
娠
ニ
ケ
月
の
頃
か
ら
乳
歯

は
石
灰
化
が
は
じ
ま
り
、
永
久
歯

の
芽
も
つ
く
り
は
じ
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
最
初
に
生
え
て
く
る
永
久
歯
で

あ
る
第
㎝
大
臼
歯
を
例
に
し
て
み

ま
す
と
、
そ
の
芽
は
妊
娠
六
ケ
月

頃
に
早
く
も
で
き
は
じ
め
ま
す
。

そ
し
て
出
生
後
、
子
供
が
小
学
校

に
入
学
す
る
頃
こ
の
永
久
歯
が
や

っ
と
口
の
中
に
顔
を
見
せ
て
く
る

の
で
す
。
実
に
長
い
歳
月
が
か
か

っ
て
い
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
こ

ん
な
に
長
い
年
月
を
費
や
し
て
生

え
て
き
た
歯
を
一
年
も
し
な
い
う

ち
に
む
し
歯
に
し
て
し
ま
う
な
ん

て
全
く
も
っ
た
い
な
い
こ
と
で
す
。

　
「
き
ち
ん
と
歯
み
が
き
を
し
て

い
る
の
に
む
し
歯
に
な
る
の
は
歯

質
が
弱
い
か
ら
で
し
ょ
う
か
一
と

よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
歯
み
が
き
を
し
て
い
る
つ
も

り
で
も
き
れ
い
に
磨
け
て
い
な
い

の
で
む
し
歯
に
な
っ
て
い
る
も
の

な
の
で
す
が
、
歯
の
質
は
子
供
が

お
母
さ
ん
の
お
な
か
の
中
に
い
た

頃
の
栄
養
が
関
係
す
る
こ
と
な
ど

い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
．

　
胎
内
で
じ
ょ
う
ぶ
な
歯
を
つ
く

る
た
め
に
は
、
お
母
さ
ん
自
身
が

健
康
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
も
の

を
摂
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。

　
自
然
の
食
品
を
上
手
に
使
っ
て
、

お
い
し
い
献
立
を
考
え
、
じ
ょ
う

ぶ
な
あ
か
ち
ゃ
ん
を
生
ん
で
く
だ

さ
い
。
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まつのやま（6）

特
設
「
官
公
庁
合
同
行
政
相
談
所
」

　
　
　
開
　
設

、
日
時
　
　
　
　
　
上
越
社
会
保
険
事
務
所

　
昭
和
六
十
一
年
五
月
十
三
日
（
火
）

　
午
前
十
時
三
十
分
～
午
後
三
時

三
＋
分

一
一
、
場
所

　
大
和
デ
パ
ー
ト
上
越
店
五
階
文

化
サ
・
ン

　
電
話
〇
二
五
五
－
二
五
－
一
一

　
一
一

三
、
，
参
加
機
関

　
新
潟
地
方
法
務
局
上
越
支
局

　
北
陸
地
建
高
田
工
事
事
務
所

　
県
上
越
土
木
事
務
所

上
越
市

　
新
潟
行
政
監
察
事
務
所

行
政
相
談
委
員

　
尚
、
松
之
山
町
の
行
政
相
談
員

は
天
水
島
の
高
橋
慶
春
（
前
坂
）

さ
ん
で
す
．

　
ど
ん
な
相
談
で
も
気
軽
に
隔
、
｝
相

談
下
さ
い
。
連
絡
を
い
た
だ
け
れ

ば
相
談
員
が
伺
い
ま
す
。
電
話
で

の
相
談
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。

　
電
話
　
六
－
一
二
九
一

商店、工場のみなさん

コンピュータ導入促進診断

の活用を！

商
店
・
工
場
等
の
経
営

診
断
の
ご
案
内

　
最
近
の
中
小
企
業
を
と
り
ま
く

経
済
情
勢
は
円
高
な
ど
の
影
響
も

あ
り
、
非
常
に
厳
し
い
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
県
で
は
中
小
企
業

の
経
営
合
理
化
対
策
の
一
環
と
し

て
、
各
種
診
断
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
当
診
断

の
活
用
を
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。

▽
目
的

0
商
店
・
工
場
診
断

　
商
店
及
び
工
場
等
の
経
営
上
の

　
各
種
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
と

　
と
も
に
、
そ
の
改
善
策
を
一
、
示
す

　
こ
と
に
よ
り
、
経
営
の
合
理
化

　
を
図
る
。

O
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
導
入
促
進
診
断

　ゴ

ン
ピ
ュ
ー
タ
の
活
用
に
よ
り
、

　
中
小
企
業
の
経
営
の
合
理
化
と

活
性
化
を
図
る
．

▽
診
断
対
象

　
県
内
中
小
企
業
の
商
店
・
工
場
・

事
業
所

▽
診
断
時
期
　
年
間
随
時

▽
診
断
体
制

　
県
中
小
企
業
総
合
指
導
班
の
職

　
員
及
び
中
小
企
業
診
断
士
等
の

　
専
門
家
が
行
い
ま
す
。

▽
費
　
用
　
　
鉦
…
料

▽
申
込
み
及
び
照
会
先

　
新
潟
市
新
光
町
四
番
地
一

　
電
話
〇
二
五
二
－
八
五
ー
五
五

　
一
一

　
県
商
工
労
働
部
ま
で

（
新
潟
県
商
工
労
働
部
）

国
税
専
門
官
採
用
試
験
要
綱

▽
受
験
資
格

　
昭
和
三
十
四
年
四
月
二
日
か
ら

　
昭
和
四
十
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
者

▽
試
験
の
程
度

大
学
卒
業
程
度

▽
受
験
申
込
受
付
期
間

　
昭
和
六
十
一
年
．
五
月
十
六
日
～

　
五
月
二
十
三
日

▽
申
込
書
提
出
先

　
第
一
次
試
験
地
を
所
轄
す
る
国

税
局

▽
試
験
地

o
第
一
次
　
東
京
都
・
高
崎
市

　
長
野
市
・
新
潟
市
ほ
か

o
第
二
次
　
東
京
都
・
高
崎
市
ほ

　
カ

▽
試
験
日

o
第
一
次
試
験
　
昭
和
六
十
一
年

　
七
月
十
二
日
及
び
十
三
日
。

o
第
二
次
試
験
　
九
月
十
六
日
か

　
ら
＋
八
日

▽
A
・
格
者
発
表

　
第
一
次
八
月
二
十
五
日
（
月
）

　
最
終
合
格
発
表
　
十
一
月
一
日

▽
採
用
予
定
数
　
約
六
〇
〇
名

　
尚
、
詳
し
い
事
は
最
寄
り
の
税

務
署
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

中
小
企
業
設
備
近
代
化
資
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
請
受
付
に
つ
い
て

　
県
で
は
、
設
備
の
近
代
化
を
計

画
さ
れ
て
い
る
中
小
企
業
者
に
対

し
、
次
の
無
利
子
の
設
備
資
金
の

貸
付
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
六
十
一
年
度
の
受
付
を
四

月
一
日
か
ら
行
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
借
入
れ
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

早
め
に
町
役
場
振
興
課
へ
申
請
し

て
く
だ
さ
い
．

▽
資
　
金
　
名

　
中
小
企
業
設
備
近
代
化
資
金

▽
申
込
期
限

　
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
～
十

一
一
月
一
一
＋
日

　
（
た
だ
し
、
期
限
内
で
あ
っ
て

　
も
予
算
枠
に
達
し
た
時
点
で
締

　
切
り
ま
す
の
で
早
め
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
．
）

▽
問
A
・
せ
先

　
県
商
工
労
働
部
商
工
企
画
課

　
町
役
場
振
興
課
・
商
工
会

（7）まつのやま

公民館から

おしらせ

。レα守靱ぐ．

県
ス
キ
ー
選
手
権
”
滑
降
”
で

柳
　
一
成
・
隆
晃
兄
弟
が

　
　
　
　
一
、
一
一
位

　
三
月
二
十
六
日
、
上
越
国
際
ス

キ
ー
場
大
沢
山
コ
ー
ス
で
、
県
ス

キ
ー
選
手
権
滑
降
レ
ー
ス
が
行
わ

れ
、
湯
本
出
身
の
柳
一
成
・
隆
晃

兄
弟
が
一
、
二
位
を
独
占
し
ま
し

た
。　

男
子
一
七
七
人
が
参
加
し
た
こ

の
大
会
で
、
兄
の
一
成
君
が
｝
本

目
の
ラ
ッ
プ
を
奪
い
、
二
本
目
は

弟
の
隆
晃
君
に
ラ
ッ
プ
を
奪
わ
れ

た
も
の
の
安
定
し
た
滑
り
で
優
勝

し
ま
し
た
。
弟
の
隆
晃
君
も
健
闘

し
二
位
と
な
り
、
兄
弟
で
う
れ
し

い
今
シ
ー
ズ
ン
最
後
の
ワ
ン
・
ツ

ウ
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
で
し
た
。

　
本
当
に
お
め
で
と
う
転
、
』
ざ
い
ま

す
。

スポーツ

の加入案内

　
ス
ポ
ー
ツ
の
季
節
が
や
っ
て
来

ま
し
た
が
、
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
も

ケ
ガ
を
し
て
は
何
も
な
り
ま
せ
ん
。

　
万
一
の
事
故
に
備
え
、
ス
ポ
ー

ツ
安
全
協
会
の
傷
害
保
険
に
加
入

く
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一

家族で参加

さわやか

早朝体操

5
し
ま
し
ょ
う
。

◎
対
象
と
な
る
傷
害

　
町
・
体
育
協
会
が
主
催
す
る
大

会
・
ス
ポ
ー
ツ
教
室
ま
た
は
ク
ラ

ブ
の
練
習
中
に
お
き
た
事
故
。

◎
保
険
料
（
一
人
）

　
中
学
生
以
下
　
　
三
百
五
十
円

　
六
十
歳
以
上
　
　
四
百
二
十
円

　
高
校
二
般
　
　
　
千
四
十
円

◎
期
間

　
加
入
手
続
完
了
の
翌
日
か
ら
、

昭
和
六
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
．◎

申
込
先

松
之
山
町
公
民
館

　
　
　
　
　
今
年
も
各
部
落
毎
に

　
　
　
　
さ
わ
や
か
早
朝
体
操
を

　
　
　
　
実
施
し
ま
す
．

　
　
　
　
　
家
族
み
ん
な
で
参
加

　
　
　
　
し
、
す
が
す
が
し
い
朝

　
　
　
　
の
空
気
を
胸
い
っ
ぱ
い

　
　
　
　
に
吸
い
こ
ん
で
、
さ
わ

　
　
　
　
や
か
な
一
日
の
ス
タ
ー

　
　
　
　
ト
に
し
ま
し
よ
う
。

◎
期
間

　
五
月
二
五
日
～
七
月
二
十
日

　
（
毎
週
日
曜
日
の
み
）

◎
そ
の
他

　
会
場
・
時
間
に
つ
い
て
は
後
日

チ
ラ
シ
が
回
覧
さ
れ
ま
す
。

妊
娠
中
に
つ
く
ら
れ
る
歯

　
　
「
お
め
で
と
う
㌔
、
）
ざ
い
ま
す
。

ご
妊
娠
で
す
一
こ
の
こ
と
ば
を
聞

い
て
、
生
ま
れ
て
く
る
子
供
の
む

し
歯
に
思
い
を
よ
せ
る
人
は
、
は

た
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
よ
う

か
。
と
こ
ろ
が
、
妊
娠
に
気
付
か

な
い
妊
娠
ニ
ケ
月
の
頃
か
ら
乳
歯

は
石
灰
化
が
は
じ
ま
り
、
永
久
歯

の
芽
も
つ
く
り
は
じ
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
最
初
に
生
え
て
く
る
永
久
歯
で

あ
る
第
㎝
大
臼
歯
を
例
に
し
て
み

ま
す
と
、
そ
の
芽
は
妊
娠
六
ケ
月

頃
に
早
く
も
で
き
は
じ
め
ま
す
。

そ
し
て
出
生
後
、
子
供
が
小
学
校

に
入
学
す
る
頃
こ
の
永
久
歯
が
や

っ
と
口
の
中
に
顔
を
見
せ
て
く
る

の
で
す
。
実
に
長
い
歳
月
が
か
か

っ
て
い
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
こ

ん
な
に
長
い
年
月
を
費
や
し
て
生

え
て
き
た
歯
を
一
年
も
し
な
い
う

ち
に
む
し
歯
に
し
て
し
ま
う
な
ん

て
全
く
も
っ
た
い
な
い
こ
と
で
す
。

　
「
き
ち
ん
と
歯
み
が
き
を
し
て

い
る
の
に
む
し
歯
に
な
る
の
は
歯

質
が
弱
い
か
ら
で
し
ょ
う
か
一
と

よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
歯
み
が
き
を
し
て
い
る
つ
も

り
で
も
き
れ
い
に
磨
け
て
い
な
い

の
で
む
し
歯
に
な
っ
て
い
る
も
の

な
の
で
す
が
、
歯
の
質
は
子
供
が

お
母
さ
ん
の
お
な
か
の
中
に
い
た

頃
の
栄
養
が
関
係
す
る
こ
と
な
ど

い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
．

　
胎
内
で
じ
ょ
う
ぶ
な
歯
を
つ
く

る
た
め
に
は
、
お
母
さ
ん
自
身
が

健
康
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
も
の

を
摂
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。

　
自
然
の
食
品
を
上
手
に
使
っ
て
、

お
い
し
い
献
立
を
考
え
、
じ
ょ
う

ぶ
な
あ
か
ち
ゃ
ん
を
生
ん
で
く
だ

さ
い
。

ゆ
ノ
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ピッカピッカの一年生　ちょっぴり緊張ぎみ（松之山小学校）

　
四
月
に
な
り
ま
弓
と
ビ
カ
ビ
カ

の
ラ
ン
ド
セ
ル
や
、
真
新
し
い
学

生
鰐
・
じ
ー
ラ
ー
服
姿
が
目
に
つ

き
ま
す
。
深
緑
の
フ
ナ
の
芽
と
同

様
に
弓
ご
、
侵
、
新
鮮
な
感
じ
が
し
ま

す
ね
。

　
さ
て
今
年
の
新
入
園
・
新
入
学

の
園
児
数
児
童
数
は
と
い
い
ま
す

と
，
下
の
表
の
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
年
々
子
供
達
の
数
が
減
っ

て
淋
し
い
気
が
し
ま
す
が
、
少
な

い
な
り
に
　
層
伸
良
く
し
て
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
。

昭和61年塵　新入園児数　（人）

甘えん坊はだ～れだ！

保育所名 未満児 3歳児 合　計

松之山保育所 ／ 8 9
松　里　ノノ ／ 12 13

布　川　ノノ 6 6
浦　田　ノノ 2 7 9
合　　計 4 33 37

新入学児童数　　（人）

姦鱗、
　㌧、、　　、

襲膨

小学校名 児童数

松之山小学校 14

二　省　ノノ O
松　里　ノノ 10

東　川　ノノ 6
浦　田　ノノ 7
合　計 37

ミ

一段とたくましくなった新中学生

新入生徒数　　（人）

生徒数

　35

　　9

　44

中学校名

松之頃中学校

浦　田　ノノ

合　計

役場が求多だノーノ

勢
鰯
、

辮
，

キャー　たすけて…必死に逃げる女子職員

こわがらずもっと前に出て！

　
春
の
火
災
予
防
運
動
期
間
中
、

学
校
や
保
育
所
な
ど
で
避
難
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
役
場
で
も

四
月
四
臼
、
ホ
イ
ラ
ー
室
か
ら
出

火
し
た
と
い
う
想
定
で
避
難
訓
練

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
松
之
山
分
遣
所
か
ら
も
消
防
車

云
0
が
出
動
し
、
実
戦
さ
な
が
ら

の
訓
練
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
放
水
訓
練
終
了
後
、
庁
舎
前
に

お
い
て
消
火
器
訓
練
が
行
わ
れ
、

ま
だ
一
鷹
も
使
用
し
た
こ
と
の
な

い
人
を
中
心
に
分
遣
所
の
職
員
か

ら
説
明
を
受
け
、
実
際
や
っ
て
み

て
消
火
器
の
威
力
を
確
認
し
て
い

ま
し
た
。

湯本温泉街の

　　　火災予防訓練

負傷者一名　急救車出動

　
最
近
、
伊
豆
の
熱
川
・
峰
温
泉

で
の
ホ
テ
ル
火
災
で
、
多
数
の
死

傷
者
が
出
て
お
り
鼠
◎
が
、
両
万

と
も
古
い
木
造
建
築
部
分
が
主
に

焼
狭
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
湯
本
の
温
粟
街
で
も
火
宰
に
は

必
要
以
上
の
神
経
を
使
い
、
出
さ

な
い
よ
う
に
努
め
て
い
る
と
い
う

、
」
と
で
す
が
“
も
し
も
”
と
い
う

場
合
に
備
え
、
訓
練
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
回
の
火
元
は
玉
城
屋
旅

館
と
い
う
想
定
で
分
遣
所
の
応
援

を
、
λ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
旅
行
な
ど
で
ホ
テ
ル
や
旅
館
に

泊
ま
ら
れ
る
場
合
は
、
非
常
口
の

確
認
を
忘
れ
ず
に
！

それ一いそけ～

一春の風物誌

道路の

白線引き

　
父
・
、
め
間
ス
バ
イ
ク
9
イ
セ
や

除
雪
車
に
痛
め
つ
け
ら
れ
、
す
っ

か
り
消
え
て
し
ま
つ
た
道
路
の
自

線
引
き
が
、
松
之
山
で
も
あ
ち
こ

ち
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。　

こ
の
光
景
を
見
る
と
、
松
之
山

に
も
春
が
来
た
な
ア
！
　
と
い
う

感
じ
が
し
ま
す
ね
。

　
　
　
　
　
ミ
ヘ
　
リ
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
婆

臨
鴛
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ピッカピッカの一年生　ちょっぴり緊張ぎみ（松之山小学校）

　
四
月
に
な
り
ま
弓
と
ビ
カ
ビ
カ

の
ラ
ン
ド
セ
ル
や
、
真
新
し
い
学

生
鰐
・
じ
ー
ラ
ー
服
姿
が
目
に
つ

き
ま
す
。
深
緑
の
フ
ナ
の
芽
と
同

様
に
弓
ご
、
侵
、
新
鮮
な
感
じ
が
し
ま

す
ね
。

　
さ
て
今
年
の
新
入
園
・
新
入
学

の
園
児
数
児
童
数
は
と
い
い
ま
す

と
，
下
の
表
の
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
年
々
子
供
達
の
数
が
減
っ

て
淋
し
い
気
が
し
ま
す
が
、
少
な

い
な
り
に
　
層
伸
良
く
し
て
頑
張

っ
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く
だ
さ
い
。

昭和61年塵　新入園児数　（人）
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保育所名 未満児 3歳児 合　計

松之山保育所 ／ 8 9
松　里　ノノ ／ 12 13

布　川　ノノ 6 6
浦　田　ノノ 2 7 9
合　　計 4 33 37

新入学児童数　　（人）

姦鱗、
　㌧、、　　、

襲膨

小学校名 児童数

松之山小学校 14

二　省　ノノ O
松　里　ノノ 10

東　川　ノノ 6
浦　田　ノノ 7
合　計 37

ミ

一段とたくましくなった新中学生

新入生徒数　　（人）

生徒数

　35
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　44

中学校名

松之頃中学校

浦　田　ノノ

合　計

役場が求多だノーノ

勢
鰯
、

辮
，

キャー　たすけて…必死に逃げる女子職員

こわがらずもっと前に出て！

　
春
の
火
災
予
防
運
動
期
間
中
、

学
校
や
保
育
所
な
ど
で
避
難
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
役
場
で
も

四
月
四
臼
、
ホ
イ
ラ
ー
室
か
ら
出

火
し
た
と
い
う
想
定
で
避
難
訓
練

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
松
之
山
分
遣
所
か
ら
も
消
防
車

云
0
が
出
動
し
、
実
戦
さ
な
が
ら

の
訓
練
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
放
水
訓
練
終
了
後
、
庁
舎
前
に

お
い
て
消
火
器
訓
練
が
行
わ
れ
、

ま
だ
一
鷹
も
使
用
し
た
こ
と
の
な

い
人
を
中
心
に
分
遣
所
の
職
員
か

ら
説
明
を
受
け
、
実
際
や
っ
て
み

て
消
火
器
の
威
力
を
確
認
し
て
い

ま
し
た
。

湯本温泉街の

　　　火災予防訓練

負傷者一名　急救車出動

　
最
近
、
伊
豆
の
熱
川
・
峰
温
泉

で
の
ホ
テ
ル
火
災
で
、
多
数
の
死

傷
者
が
出
て
お
り
鼠
◎
が
、
両
万

と
も
古
い
木
造
建
築
部
分
が
主
に

焼
狭
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
湯
本
の
温
粟
街
で
も
火
宰
に
は

必
要
以
上
の
神
経
を
使
い
、
出
さ

な
い
よ
う
に
努
め
て
い
る
と
い
う

、
」
と
で
す
が
“
も
し
も
”
と
い
う

場
合
に
備
え
、
訓
練
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
回
の
火
元
は
玉
城
屋
旅

館
と
い
う
想
定
で
分
遣
所
の
応
援

を
、
λ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
旅
行
な
ど
で
ホ
テ
ル
や
旅
館
に

泊
ま
ら
れ
る
場
合
は
、
非
常
口
の

確
認
を
忘
れ
ず
に
！

それ一いそけ～

一春の風物誌

道路の

白線引き

　
父
・
、
め
間
ス
バ
イ
ク
9
イ
セ
や

除
雪
車
に
痛
め
つ
け
ら
れ
、
す
っ

か
り
消
え
て
し
ま
つ
た
道
路
の
自

線
引
き
が
、
松
之
山
で
も
あ
ち
こ

ち
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。　

こ
の
光
景
を
見
る
と
、
松
之
山

に
も
春
が
来
た
な
ア
！
　
と
い
う

感
じ
が
し
ま
す
ね
。
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まつのやま（10

教職員の異動
　　新しい先生方

安塚高校松之山分校

よろしくお願いします。

巌齋

㊥
勲

渋谷真理子

松之山，」、

茜羽　嗣彦

（高田西小）

　
　

浩
小

橋
桂

高
（

黒倉分校

河野ひとみ
（四郎丸小）

主査

壷口　邦幸

（松代小）

d、

古川伸一
（大町小）

校
瀞
倉

石塚美和子
（松代小）

佐藤和子
（櫛池小）

主事

」・島　慶久

（松之山小）

中松

　
隆
中

長
田
城

校
飯

浦田

㈹まつのやま

浦田中

教頭

荒木　正夫
（直江津東中）

　大一
千浦中）

会査審察検

そのしくみと

　　はたらき

　
交
通
事
故
・
許
欺
・
お
ど
し
な

ど
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
て
警
察
、

検
察
庁
に
告
訴
し
た
が
、
そ
の
事

件
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
の

で
納
得
で
き
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
不
満
の
あ
る
方
の

た
め
に
検
察
審
査
会
が
あ
り
ま
す
。

　
検
察
審
査
会
は
、
各
市
町
村
の

選
挙
人
名
簿
を
基
に
「
く
じ
」
で

選
ば
れ
た
十
一
人
の
審
査
貝
が
出

席
し
て
会
議
を
開
き
、
国
民
の
常

識
的
な
、
意
見
を
反
映
さ
せ
て
、
検

察
官
が
起
訴
し
な
か
っ
た
こ
と
（
不

起
訴
処
分
）
が
正
し
い
か
ど
う
か

を
審
査
す
る
国
の
機
関
で
す
。

　
検
察
官
の
不
起
訴
処
分
に
不
満

の
あ
る
方
は
、
下
記
の
検
察
審
査

会
事
務
局
に
御
相
談
し
た
り
審
査

の
申
し
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
．

　
申
し
立
て
に
つ
い
て
の
費
用
は

一
切
無
料
で
あ
り
、
ま
た
秘
密
も

固
く
守
ら
れ
ま
す
か
ら
御
安
心
く

だ
さ
い
．

　
　
　
記

　
高
田
検
察
審
査
会
事
務
局

上
越
市
大
手
町
一
ー
一
六

　
（
新
潟
地
方
裁
判
所
高
田
支
部
内
）

　
　
　
ゴ
L
．
L
　
二
q
　
．
L
一
』
￥

　
　
　
［
ヲ
ヲ
ー
ニ
レ
ー
ゴ
㎝
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○

國、

西脇　明美
　（糸魚川中〉

戸
籍
係
か
ら
お
願
い

　
印
鑑
証
明
舎
が
必
要
な
と
き
は

必
ら
ず
印
鑑
登
録
証
（
カ
ー
ド
）

を
持
参
し
て
下
さ
い
。

　
印
鑑
証
明
を
カ
ー
ド
で
交
付
す

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
数
年
た
ち

ま
す
が
、
年
々
カ
ー
ド
を
持
参
さ

れ
な
い
方
が
H
立
っ
て
来
ま
し
た
。

　
今
後
、
カ
ー
ド
を
持
参
さ
れ
な

い
方
に
は
証
明
書
を
交
付
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
、
願
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
機
会
に
、
、
一
自
分
の

カ
ー
ド
が
確
か
に
あ
る
か
ど
う
か

確
認
を
し
て
み
て
下
さ
い
。
も
し

紛
失
し
た
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

早
め
に
戸
籍
係
に
お
知
ら
せ
．
願
い

ま
す
む

箭
ど
－

ノ

～
斜
鴛
楊

農
業
共
済
か
ら
お
知
ら
せ

　
　
’
預
金
ロ
座
番
号
を
電
算
化
〃

　
町
農
業
共
済
事
業
で
ば
、
農
業

共
済
加
人
者
の
預
金
口
座
番
号
を

電
算
人
力
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
各
種
共
済
で
事
故
が
あ
っ

た
場
合
に
支
払
わ
れ
る
共
済
金
や
、

水
稲
共
済
、
蚕
繭
共
済
な
ど
で
三

年
間
無
事
故
の
時
な
ど
に
掛
金
の

一
部
を
お
．
返
し
す
る
無
事
も
ど

し
金
を
、
金
融
機
関
の
．
預
金
日
座

に
振
込
む
た
め
行
な
う
も
の
で
す
。

　
登
録
金
融
機
関
は
農
業
協
同
組

合
を
中
心
と
し
ま
す
が
、
入
力
作

業
は
共
済
係
が
各
農
協
に
依
頼
し

て
口
座
番
号
を
確
認
し
、
五
月
中

に
終
了
す
る
予
｛
疋
で
す
。

　
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
．

国
民
年
金
係
か
ら

　
今
年
四
月
か
ら
公
的
年
金
制
度

が
大
き
く
改
．
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
今
ま
で
国
民
年
金

に
加
人
し
て
い
た
人
が
、
加
人
の

対
象
で
な
く
な
っ
た
り
、
加
人
し

な
く
て
も
良
か
‘
っ
た
人
が
当
然
加

人
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た

り
し
て
来
ま
す
．

　
も
し
、
次
の
よ
う
な
方
が
お
り

ま
し
た
ら
、
役
場
年
金
係
ま
で
お

知
ら
せ
下
さ
い
。

※
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
な
ど
公

的
年
金
の
障
害
年
金
を
も
ら
い
な

が
ら
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し

て
い
る
人
。

　
連
絡
先
　
役
場
住
民
課
年
金
係

　
　
電
話
六
－
三
；
二

”
胎
内
や
す
ら
ぎ
の
家
”

に
対
す
る
寄
附
金

　
あ
り
が
と
・
つ

　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
胎
内
や
す
ら
ぎ
の
家
の
運
営
資

金
の
寄
附
金
を
皆
様
に
お
願
し
た

と
こ
ろ
、
目
標
額
十
九
万
円
を
大

輻
に
上
回
る
二
四
万
四
、
八
九
七

円
の
寄
附
金
が
集
ま
り
、
四
月
二

十
五
日
送
金
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
．

　
軌
、
）
協
力
大
変
あ
り
が
と
う
熟
、
｝
ざ

い
ま
し
た
．

　
　
　
　
　
　
役
場
福
祉
係
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まつのやま（10

教職員の異動
　　新しい先生方

安塚高校松之山分校

よろしくお願いします。

巌齋

㊥
勲

渋谷真理子

松之山，」、

茜羽　嗣彦

（高田西小）

　
　

浩
小

橋
桂

高
（

黒倉分校

河野ひとみ
（四郎丸小）

主査

壷口　邦幸

（松代小）

d、

古川伸一
（大町小）

校
瀞
倉

石塚美和子
（松代小）

佐藤和子
（櫛池小）

主事

」・島　慶久

（松之山小）

中松

　
隆
中

長
田
城

校
飯

浦田

㈹まつのやま

浦田中

教頭

荒木　正夫
（直江津東中）

　大一
千浦中）

会査審察検

そのしくみと

　　はたらき

　
交
通
事
故
・
許
欺
・
お
ど
し
な

ど
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
て
警
察
、

検
察
庁
に
告
訴
し
た
が
、
そ
の
事

件
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
の

で
納
得
で
き
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
不
満
の
あ
る
方
の

た
め
に
検
察
審
査
会
が
あ
り
ま
す
。

　
検
察
審
査
会
は
、
各
市
町
村
の

選
挙
人
名
簿
を
基
に
「
く
じ
」
で

選
ば
れ
た
十
一
人
の
審
査
貝
が
出

席
し
て
会
議
を
開
き
、
国
民
の
常

識
的
な
、
意
見
を
反
映
さ
せ
て
、
検

察
官
が
起
訴
し
な
か
っ
た
こ
と
（
不

起
訴
処
分
）
が
正
し
い
か
ど
う
か

を
審
査
す
る
国
の
機
関
で
す
。

　
検
察
官
の
不
起
訴
処
分
に
不
満

の
あ
る
方
は
、
下
記
の
検
察
審
査

会
事
務
局
に
御
相
談
し
た
り
審
査

の
申
し
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
．

　
申
し
立
て
に
つ
い
て
の
費
用
は

一
切
無
料
で
あ
り
、
ま
た
秘
密
も

固
く
守
ら
れ
ま
す
か
ら
御
安
心
く

だ
さ
い
．

　
　
　
記

　
高
田
検
察
審
査
会
事
務
局

上
越
市
大
手
町
一
ー
一
六

　
（
新
潟
地
方
裁
判
所
高
田
支
部
内
）

　
　
　
ゴ
L
．
L
　
二
q
　
．
L
一
』
￥

　
　
　
［
ヲ
ヲ
ー
ニ
レ
ー
ゴ
㎝
ノ

○

國、

西脇　明美
　（糸魚川中〉

戸
籍
係
か
ら
お
願
い

　
印
鑑
証
明
舎
が
必
要
な
と
き
は

必
ら
ず
印
鑑
登
録
証
（
カ
ー
ド
）

を
持
参
し
て
下
さ
い
。

　
印
鑑
証
明
を
カ
ー
ド
で
交
付
す

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
数
年
た
ち

ま
す
が
、
年
々
カ
ー
ド
を
持
参
さ

れ
な
い
方
が
H
立
っ
て
来
ま
し
た
。

　
今
後
、
カ
ー
ド
を
持
参
さ
れ
な

い
方
に
は
証
明
書
を
交
付
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
、
願
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
機
会
に
、
、
一
自
分
の

カ
ー
ド
が
確
か
に
あ
る
か
ど
う
か

確
認
を
し
て
み
て
下
さ
い
。
も
し

紛
失
し
た
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

早
め
に
戸
籍
係
に
お
知
ら
せ
．
願
い

ま
す
む

箭
ど
－

ノ

～
斜
鴛
楊

農
業
共
済
か
ら
お
知
ら
せ

　
　
’
預
金
ロ
座
番
号
を
電
算
化
〃

　
町
農
業
共
済
事
業
で
ば
、
農
業

共
済
加
人
者
の
預
金
口
座
番
号
を

電
算
人
力
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
各
種
共
済
で
事
故
が
あ
っ

た
場
合
に
支
払
わ
れ
る
共
済
金
や
、

水
稲
共
済
、
蚕
繭
共
済
な
ど
で
三

年
間
無
事
故
の
時
な
ど
に
掛
金
の

一
部
を
お
．
返
し
す
る
無
事
も
ど

し
金
を
、
金
融
機
関
の
．
預
金
日
座

に
振
込
む
た
め
行
な
う
も
の
で
す
。

　
登
録
金
融
機
関
は
農
業
協
同
組

合
を
中
心
と
し
ま
す
が
、
入
力
作

業
は
共
済
係
が
各
農
協
に
依
頼
し

て
口
座
番
号
を
確
認
し
、
五
月
中

に
終
了
す
る
予
｛
疋
で
す
。

　
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
．

国
民
年
金
係
か
ら

　
今
年
四
月
か
ら
公
的
年
金
制
度

が
大
き
く
改
．
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
今
ま
で
国
民
年
金

に
加
人
し
て
い
た
人
が
、
加
人
の

対
象
で
な
く
な
っ
た
り
、
加
人
し

な
く
て
も
良
か
‘
っ
た
人
が
当
然
加

人
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た

り
し
て
来
ま
す
．

　
も
し
、
次
の
よ
う
な
方
が
お
り

ま
し
た
ら
、
役
場
年
金
係
ま
で
お

知
ら
せ
下
さ
い
。

※
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
な
ど
公

的
年
金
の
障
害
年
金
を
も
ら
い
な

が
ら
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し

て
い
る
人
。

　
連
絡
先
　
役
場
住
民
課
年
金
係

　
　
電
話
六
－
三
；
二

”
胎
内
や
す
ら
ぎ
の
家
”

に
対
す
る
寄
附
金

　
あ
り
が
と
・
つ

　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
胎
内
や
す
ら
ぎ
の
家
の
運
営
資

金
の
寄
附
金
を
皆
様
に
お
願
し
た

と
こ
ろ
、
目
標
額
十
九
万
円
を
大

輻
に
上
回
る
二
四
万
四
、
八
九
七

円
の
寄
附
金
が
集
ま
り
、
四
月
二

十
五
日
送
金
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
．

　
軌
、
）
協
力
大
変
あ
り
が
と
う
熟
、
｝
ざ

い
ま
し
た
．

　
　
　
　
　
　
役
場
福
祉
係
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マル優などの

手続きが変わりました。

　
預
貯
金
や
公
社
債
の
利
子
な
ど

は
利
子
所
得
と
し
て
所
得
税
が
か

か
り
ま
す
が
、
マ
ル
優
制
度
な
ど

の
非
課
税
制
度
が
設
け
ら
れ
て
お

り
、
一
定
の
手
続
き
を
取
れ
ば
非

課
税
の
扱
い
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

《
少
額
預
金
の
利
子
》

　
預
貯
金
や
公
社
債
な
ど
の
利
子

に
つ
い
て
は
、
　
一
人
．
兀
本
三
〇
〇

万
円
ま
で
を
限
度
と
し
て
非
課
税

扱
い
と
す
る
、
　
「
少
額
預
金
の
利

子
所
得
等
の
非
課
税
（
マ
ル
優
）
」

の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
場
合
に

は
、
金
融
機
関
等
に
非
課
税
貯
蓄

申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
手
続
き
が
、

昭
和
六
十
一
年
一
月
一
日
か
ら
次

の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

0
非
課
税
貯
蓄
申
告
書
な
ど
に
生

　
年
月
日
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な

　
ら
な
い
。

⇔
申
告
書
な
ど
を
提
出
す
る
際
、

　
次
に
掲
げ
る
公
的
書
類
を
提
示

　
し
て
本
人
で
あ
る
こ
と
の
確
認

　
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

　
と
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
金

融
機
関
等
は
そ
の
確
認
を
し
た

場
合
、
非
課
税
貯
蓄
申
告
書
の

な
か
に
確
認
し
た
旨
の
証
印
を

・
す
る
必
要
が
あ
り
、
証
印
の
な

い
申
告
書
等
の
利
子
な
ど
は
、

所
得
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

イ
、
住
民
票
の
写
し

ロ
、
印
鑑
証
明
書

ハ
、
保
険
証

二
、
運
転
免
許
証

ホ
、
年
金
手
帳
等

福
祉
年
金
等
の
受
給
者
に
対
し

定
期
預
金
特
別
金
利
を
策
定

　
最
近
、
円
高
等
の
影
響
で
預
金

金
利
が
次
々
と
引
き
下
げ
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
老
齢
福
祉
年
金
等
受

け
て
い
る
方
々
を
求
済
す
べ
く
、

今
年
二
月
二
十
四
日
か
ら
来
年
二

月
二
十
三
日
ま
で
の
一
年
間
、
金

利
を
五
．
五
〇
％
に
統
一
す
る
、

（
た
だ
し
、
定
期
預
金
で
百
万
円

ま
で
）
と
い
う
特
例
が
出
来
ま
し

た
の
で
、
該
当
さ
れ
る
方
々
は
利

用
し
て
下
さ
い
．

　
な
お
、
詳
し
い
事
は
役
場
年
金

係
か
金
融
機
関
に
、
お
尋
ね
下
さ

い
。▽

該
当
さ
れ
る
方

　
障
害
基
礎
年
金
・
障
害
年
金
・

母
子
年
金
・
老
齢
福
祉
年
金
・
老

齢
特
別
給
付
金
・
児
童
扶
養
手
当
・

特
別
児
童
扶
養
手
当

さつき
火災予防旬問

5月11日

　　～25日

　
行
楽
期
で
家
が
留
守
に
な
る
こ

と
と
、
空
気
が
乾
燥
す
る
季
節
で
、

火
災
が
発
生
し
た
場
合
延
焼
拡
大

の
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　
火
の
用
心
を
お
願
い
し
ま
す
。

福
祉
電
話
の

ご
案
内

。
鵡

　
N
T
T
で
は
、
｝
人
暮
し
の
方

や
、
か
ら
だ
の
不
自
由
な
方
で
「
電

話
の
鳴
る
音
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
」

「
通
話
が
よ
く
聴
き
と
れ
な
い
』

な
ど
の
方
が
ご
使
用
に
な
る
福
祉

電
話
機
を
取
り
揃
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
ご
不
便
さ
れ
て
い
る
方
は
一
度

電
話
局
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
主
な
機
器
と
月
額
使
用
料
は
次

の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
買
い
取

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◎
シ
ル
バ
ー
ホ
ン

▽
あ
ん
し
ん
（
緊
急
通
報
や
音
量

　
調
節
が
で
き
る
）

　
福
祉
用
七
三
〇
円
・
一
般
用
一
、

　
五
八
O
円
．

▽
め
い
り
ょ
う
（
最
大
十
八
倍
ま

　
で
音
量
調
節
が
で
き
る
）

　
福
祉
用
『
O
O
円
、
一
般
用
一

　
七
〇
円
．

▽
ひ
び
き
（
骨
伝
導
に
よ
る
受
話

　
機
能
と
音
量
調
節
が
で
き
る
）

、
福
祉
・
一
般
用
と
も
六
八
O
円
。

▽
ふ
れ
あ
い
（
手
の
不
自
由
な
方

　
で
も
気
軽
に
電
話
が
で
き
る
）

　
福
祉
用
六
八
○
円
、
一
般
用
一
、

　
一
三
〇
円
．

◎
フ
ラ
ッ
シ
ュ
ベ
ル

　
（
着
信
電
話
を
フ
ラ
ッ
シ
ュ
で

　
し
ら
せ
る
）

　
福
祉
用
一
〇
〇
円
、
　
一
般
用
二

　
〇
〇
円
．

◎
シ
ル
バ
ー
ベ
ル

　
低
周
波
に
よ
る
鳴
音
発
生
機
能

　
と
三
段
階
の
音
量
調
節
が
で
き

　
る
。

　
福
祉
、
一
般
用
と
も
一
〇
〇
円
。

4月25日～5月25日

　
春
は
気
温
も
あ
が
リ
、
空
気
も

乾
燥
す
る
日
が
多
く
な
り
山
火
事

の
起
き
ゃ
す
い
季
節
で
す
。

　
山
火
事
予
防
の
た
め
、
次
の
点

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
た
き
火
等
の
後
始
末
は
完
全
に

実
施
す
る
．

▽
強
風
時
や
乾
燥
時
等
異
状
気
象

　
の
と
き
は
野
焼
き
を
し
な
い
。

▽
老
人
の
野
焼
き
は
、
十
分
注
意

　
し
ま
し
ょ
う
。

▽
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
は
危
険
！

　
必
ず
消
し
ま
し
ょ
う
。

▽
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
煙
を
出

　
す
と
き
は
、
事
前
に
分
遣
所
へ

　
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

ち
ょ
っ
と
ま
て

そ
の
火
は

ほ
ん
と
に

消
え
て
る
か
？

謝き1（観・

たき勉火事
気象状況にご注意

こ
よ
み

▼
四
月
の
で
き
ご
と

特
別
弔
慰
金
申
請

母
子
福
祉
会

毎
月
勤
労
調
査
説
明
会

道
路
愛
護
会

農
業
就
業
改
善
推
進
事
業

説
明
会

町
障
害
者
福
祉
会
会
議

土
地
改
良
組
合
役
員
会

町
観
光
協
会
役
員
会

部
落
総
代
会

土
地
改
良
総
会

選
挙
管
理
委
員
会

農
業
共
済
嘱
託
員
会
議

県
知
事
選
挙
打
合
会

2220
日　日

87日日
9
日

17　16　15　12

日日日日
1918
日　日

2523
日　日

292826
日　日　日

県
知
事
選
挙
投
票
日

農
業
者
年
金
打
合
せ
会

地
す
べ
り
対
策
事
業
打
合

せ
会
。

母
子
保
健
推
進
員
研
修
会

消
防
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マル優などの

手続きが変わりました。

　
預
貯
金
や
公
社
債
の
利
子
な
ど

は
利
子
所
得
と
し
て
所
得
税
が
か

か
り
ま
す
が
、
マ
ル
優
制
度
な
ど

の
非
課
税
制
度
が
設
け
ら
れ
て
お

り
、
一
定
の
手
続
き
を
取
れ
ば
非

課
税
の
扱
い
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

《
少
額
預
金
の
利
子
》

　
預
貯
金
や
公
社
債
な
ど
の
利
子

に
つ
い
て
は
、
　
一
人
．
兀
本
三
〇
〇

万
円
ま
で
を
限
度
と
し
て
非
課
税

扱
い
と
す
る
、
　
「
少
額
預
金
の
利

子
所
得
等
の
非
課
税
（
マ
ル
優
）
」

の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
場
合
に

は
、
金
融
機
関
等
に
非
課
税
貯
蓄

申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
手
続
き
が
、

昭
和
六
十
一
年
一
月
一
日
か
ら
次

の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

0
非
課
税
貯
蓄
申
告
書
な
ど
に
生

　
年
月
日
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な

　
ら
な
い
。

⇔
申
告
書
な
ど
を
提
出
す
る
際
、

　
次
に
掲
げ
る
公
的
書
類
を
提
示

　
し
て
本
人
で
あ
る
こ
と
の
確
認

　
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

　
と
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
金

融
機
関
等
は
そ
の
確
認
を
し
た

場
合
、
非
課
税
貯
蓄
申
告
書
の

な
か
に
確
認
し
た
旨
の
証
印
を

・
す
る
必
要
が
あ
り
、
証
印
の
な

い
申
告
書
等
の
利
子
な
ど
は
、

所
得
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

イ
、
住
民
票
の
写
し

ロ
、
印
鑑
証
明
書

ハ
、
保
険
証

二
、
運
転
免
許
証

ホ
、
年
金
手
帳
等

福
祉
年
金
等
の
受
給
者
に
対
し

定
期
預
金
特
別
金
利
を
策
定

　
最
近
、
円
高
等
の
影
響
で
預
金

金
利
が
次
々
と
引
き
下
げ
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
老
齢
福
祉
年
金
等
受

け
て
い
る
方
々
を
求
済
す
べ
く
、

今
年
二
月
二
十
四
日
か
ら
来
年
二

月
二
十
三
日
ま
で
の
一
年
間
、
金

利
を
五
．
五
〇
％
に
統
一
す
る
、

（
た
だ
し
、
定
期
預
金
で
百
万
円

ま
で
）
と
い
う
特
例
が
出
来
ま
し

た
の
で
、
該
当
さ
れ
る
方
々
は
利

用
し
て
下
さ
い
．

　
な
お
、
詳
し
い
事
は
役
場
年
金

係
か
金
融
機
関
に
、
お
尋
ね
下
さ

い
。▽

該
当
さ
れ
る
方

　
障
害
基
礎
年
金
・
障
害
年
金
・

母
子
年
金
・
老
齢
福
祉
年
金
・
老

齢
特
別
給
付
金
・
児
童
扶
養
手
当
・

特
別
児
童
扶
養
手
当

さつき
火災予防旬問

5月11日

　　～25日

　
行
楽
期
で
家
が
留
守
に
な
る
こ

と
と
、
空
気
が
乾
燥
す
る
季
節
で
、

火
災
が
発
生
し
た
場
合
延
焼
拡
大

の
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　
火
の
用
心
を
お
願
い
し
ま
す
。

福
祉
電
話
の

ご
案
内

。
鵡

　
N
T
T
で
は
、
｝
人
暮
し
の
方

や
、
か
ら
だ
の
不
自
由
な
方
で
「
電

話
の
鳴
る
音
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
」

「
通
話
が
よ
く
聴
き
と
れ
な
い
』

な
ど
の
方
が
ご
使
用
に
な
る
福
祉

電
話
機
を
取
り
揃
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
ご
不
便
さ
れ
て
い
る
方
は
一
度

電
話
局
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
主
な
機
器
と
月
額
使
用
料
は
次

の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
買
い
取

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◎
シ
ル
バ
ー
ホ
ン

▽
あ
ん
し
ん
（
緊
急
通
報
や
音
量

　
調
節
が
で
き
る
）

　
福
祉
用
七
三
〇
円
・
一
般
用
一
、

　
五
八
O
円
．

▽
め
い
り
ょ
う
（
最
大
十
八
倍
ま

　
で
音
量
調
節
が
で
き
る
）

　
福
祉
用
『
O
O
円
、
一
般
用
一

　
七
〇
円
．

▽
ひ
び
き
（
骨
伝
導
に
よ
る
受
話

　
機
能
と
音
量
調
節
が
で
き
る
）

、
福
祉
・
一
般
用
と
も
六
八
O
円
。

▽
ふ
れ
あ
い
（
手
の
不
自
由
な
方

　
で
も
気
軽
に
電
話
が
で
き
る
）

　
福
祉
用
六
八
○
円
、
一
般
用
一
、

　
一
三
〇
円
．

◎
フ
ラ
ッ
シ
ュ
ベ
ル

　
（
着
信
電
話
を
フ
ラ
ッ
シ
ュ
で

　
し
ら
せ
る
）

　
福
祉
用
一
〇
〇
円
、
　
一
般
用
二

　
〇
〇
円
．

◎
シ
ル
バ
ー
ベ
ル

　
低
周
波
に
よ
る
鳴
音
発
生
機
能

　
と
三
段
階
の
音
量
調
節
が
で
き

　
る
。

　
福
祉
、
一
般
用
と
も
一
〇
〇
円
。

4月25日～5月25日

　
春
は
気
温
も
あ
が
リ
、
空
気
も

乾
燥
す
る
日
が
多
く
な
り
山
火
事

の
起
き
ゃ
す
い
季
節
で
す
。

　
山
火
事
予
防
の
た
め
、
次
の
点

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
た
き
火
等
の
後
始
末
は
完
全
に

実
施
す
る
．

▽
強
風
時
や
乾
燥
時
等
異
状
気
象

　
の
と
き
は
野
焼
き
を
し
な
い
。

▽
老
人
の
野
焼
き
は
、
十
分
注
意

　
し
ま
し
ょ
う
。

▽
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
は
危
険
！

　
必
ず
消
し
ま
し
ょ
う
。

▽
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
煙
を
出

　
す
と
き
は
、
事
前
に
分
遣
所
へ

　
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

ち
ょ
っ
と
ま
て

そ
の
火
は

ほ
ん
と
に

消
え
て
る
か
？

謝き1（観・

たき勉火事
気象状況にご注意

こ
よ
み

▼
四
月
の
で
き
ご
と

特
別
弔
慰
金
申
請

母
子
福
祉
会

毎
月
勤
労
調
査
説
明
会

道
路
愛
護
会

農
業
就
業
改
善
推
進
事
業

説
明
会

町
障
害
者
福
祉
会
会
議

土
地
改
良
組
合
役
員
会

町
観
光
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落
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事業所統計調査

が実施されます

7月1日現在

　
七
月
一
日
現
在
で
、
全
国
い
っ

せ
い
に
”
事
業
所
統
計
調
査
”
が

行
わ
れ
ま
す
．

　
こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の
す
べ

て
の
事
業
所
を
対
象
と
す
る
国
の

最
も
基
本
的
な
統
計
調
査
の
一
つ

で
す
。

　
事
業
所
と
は
、
人
が
賃
金
や
報

酬
を
得
て
働
い
て
い
る
場
所
の
こ

と
で
、
店
舗
や
営
業
所
、
工
場
、

官
公
庁
、
病
院
、
学
校
の
ほ
か
、

神
社
、
寺
院
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
今
回
で
十
四
回

め
に
あ
た
り
、
こ
こ
か
ら
得
ら
れ

た
統
計
は
、
我
が
国
の
産
業
の
見

取
図
と
し
て
、
国
や
都
道
府
県
、

市
区
町
政
の
行
政
施
策
の
立
案
に

広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

讐辮

僻

7
月
－
日

　
　
　
事
業
所
統
計
調
査

器
鱗
嘩

”
青
い
鳥
ハ
ガ
キ
”

を
差
し
上
げ
ま
す
。

“
頭
ジ
ラ
ミ
”
発
生

　
あ
な
た
の
子
供
は

　
　
大
丈
夫
で
す
か
！

　
今
年
の
冬
は
長
く
日
照
り
も
少

な
か
っ
た
せ
い
か
、
町
内
に
頭
ジ

ラ
ミ
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の

シ
ラ
ミ
は
頭
に
だ
け
寄
生
す
る
も

の
で
、
日
光
消
毒
と
洗
髪
、
衣
服

の
洗
濯
を
常
に
心
が
け
れ
ば
予
防

も
駆
除
も
で
き
ま
す
。
天
気
の
良

い
日
に
は
布
団
、
畳
の
日
光
消
毒

と
家
屋
内
の
清
掃
に
努
め
ま
し
ょ

う
。
　
　
　
　
　
保
健
衛
生
係

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
「
よ
ね
や
ま
の
里
」

四
月
一
日
よ
り
開
設

　
社
会
福
祉
法
人
「
よ
ね
や
ま
の

里
」
が
四
月
一
日
か
ら
開
園
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
皆
様
方
か
ら
温
か
い
ご
理

解
と
ご
協
力
に
よ
り
ま
す
目
標
額

二
、
五
〇
〇
万
円
の
浄
財
が
集
ま

り
、
施
設
運
営
資
金
と
し
て
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
つ

い
て
厚
く
お
礼
申
上
げ
ま
す
。

　
「
よ
ね
や
ま
の
里
」
は
、
上
越

地
域
全
体
の
施
設
で
す
の
で
多
く

の
方
々
が
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　
上
越
地
域
心
身
障
害
者
福
祉
施

設
設
置
促
進
協
議
会
長

　
　
　
　
　
　
　
広
瀬
　
光
雄

五
月
の
飛
び
石
連
休
を

う
め
る
休
日
が

　
　
　
で
き
ま
し
た
。

　
郵
便
局
で
は
、
六
歳
以
上
の
方

．
で
一
、
二
級
の
障
害
を
お
持
ち
の

方
々
を
対
象
と
し
て
、
青
い
鳥
ハ

ガ
キ
を
二
〇
枚
無
料
で
差
し
上
げ

る
事
と
な
り
ま
し
た
。

　
ご
希
望
の
方
が
あ
り
ま
し
た
ら

郵
便
局
の
窓
口
に
申
し
出
て
下
さ

い
。

　
期
間
は
、
四
月
一
日
～
五
月
三

十
一
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
休
日
が
一
日
ふ
え
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
と
は
い
っ
て
も
二
つ

の
条
件
が
つ
い
て
い
ま
す
。
ま
ず

前
日
と
翌
日
が
「
国
民
の
祝
日
」

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
現
在
日
本
で
は
、
五
月
四
日
だ

け
が
そ
の
日
に
当
た
り
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
日
が
日
曜
日
や
振
替
休

日
の
時
に
は
休
日
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
な
～
ん
だ
」
と
思
わ
れ
る
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
飛
び
石
連
休
の
間
を
う
め

る
う
れ
し
い
改
正
に
は
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。

　
今
年
は
五
月
四
日
が
日
曜
日
、

来
年
は
振
替
休
日
と
な
り
、
残
念

な
が
ら
こ
の
改
正
の
恩
恵
を
う
け

る
の
は
、
昭
和
六
十
三
年
か
ら
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
楽
し
み
は
、
ち
ょ
っ
と
先
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
到
㌧

　
　
　
　
　
　
　
　
煮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
塾

　
　
　
　
　
　
　
　
，
引
誕

　
　
　
　
　
　
　
　
∩
書

聾 〈
詰
碁
正
解
〉
　
白
1
の
ツ
ケ
か
起
手
。

黒
2
の
時
、
白
3
の
オ
キ
か
手
筋
で

続
く
5
と
の
連
係
ブ
レ
ー
で
決
ま
る
。

5
3

　
　
　
三
　
　
韮
二
一

隅
華
力
」

▽
五
月
二
十
日
（
火
）

○
午
前
九
時
～
午
後
O
時
三
十
分
。

○
松
之
山
の
一
部
・
兎
口
・
湯
山

　
湯
本
・
上
湯
・
中
坪
・
天
水
島

　
の
全
部

　
雪
も
段
々
少
な
く
な
り
、
土
の

面
積
が
日
ま
し
に
広
く
な
っ
て
行

く
の
が
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。　

広
報
担
当
係
で
は
、
皆
さ
ん
か

ら
の
話
題
や
投
稿
、
お
知
ら
せ
な

ど
を
広
く
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　
ど
ん
な
身
近
な
出
来
事
で
も
け

っ
こ
う
で
す
。
電
話
で
の
一
報
心

よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
（
A
）

広
報
ま
つ
の
や
ま
8
6
年
5
月
号

コ
発
行
／
松
之
山
町
費
㈲
3
1
3
1
□
毎
月
1
回
m
日
発
行
臼
編
集
／
議
会
事
務
局
・


